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室町幕府の「御料所」納銭方支配（田中）

【
要
約
】
　
室
町
幕
府
の
納
骨
角
は
、
納
銭
（
酒
屋
・
土
倉
等
諸
商
売
役
銭
）
の
徴
収
・
収
納
を
行
う
幕
府
機
関
、
あ
る
い
は
そ
の
請
負
機
関
と
さ
れ
て
き

た
が
、
「
御
料
所
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
は
、
腰
銭
そ
の
も
の
な
い
し
は
そ
の
賦
課
対
象
と
し
て
の
酒
屋
・
土
倉
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
幕
府
は
当
初
、
山
徒
の
有
力
土
倉
か
ら
な
る
既
存
の
組
織
を
「
土
倉
方
一
浪
」
と
し
て
懸
銭
徴
収
に
利
用
し
て
い
た
が
、
嘉
吉
の
土
一
揆
以
降
納
銭
収

入
が
減
少
す
る
と
、
政
所
奉
行
入
に
よ
る
直
接
把
握
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
数
名
の
「
納
銭
衆
」
（
無
銭
方
一
衆
）
を
個
別
に
補
任
し
て
、
彼
等
に
の

み
工
銭
徴
収
権
と
そ
れ
に
伴
う
得
分
権
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
以
後
そ
れ
は
特
権
的
な
地
位
と
な
り
、
幕
府
は
そ
れ
を
改
質
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
少

し
つ
つ
あ
る
納
銭
収
入
の
維
持
に
つ
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
月
々
の
離
婁
は
将
軍
家
の
日
常
的
経
費
や
政
所
年
中
行
事
要
脚
に
あ
て
ら
れ
、
将
軍
家
の
衣
食
に
あ
て
る
直
轄
所
領
と
と
も
に
、
将
軍
家
・
政
所
の
日

常
的
運
営
に
不
可
欠
な
経
費
を
支
え
る
財
源
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
納
銭
方
も
「
御
料
所
」
と
認
識
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
幕
府
…
守
護
体
網
」
が
変
質
す

る
十
五
世
紀
半
ば
以
降
、
臨
時
課
役
の
賦
課
な
ど
、
直
轄
財
源
と
し
て
の
納
銭
方
支
配
も
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
四
巻
五
号
　
二
〇
〇
一
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

次
に
示
す
の
は
、
室
町
幕
府
の
終
焉
も
近
い
天
文
二
｝
年
（
一
五
五
　
）
の
幕
府
奉
行
人
手
書
案
で
あ
る
。
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〔
史
料
1
〕

鷹
野
盛
事
、
為
二
厳
重
御
料
所
一
之
上
者
、
如
漏
先
々
一
対
二
正
実
大
蔵
卿
掟
運
↓

件　
　
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
①

上
下
京
酒
屋
中

可
レ
致
二
其
沙
汰
↓
雷
電
レ
可
レ
有
二
遅
怠
　
之
由
、
所
レ
被
二
仰
出
一
之
状
如
レ

嘉晴
連長

　
こ
れ
は
見
て
の
通
り
、
上
京
・
下
京
の
酒
屋
に
対
し
て
、
「
納
銭
方
の
事
は
、
厳
重
の
御
料
所
で
あ
る
の
で
、
先
々
の
よ
う
に
正
実
大
蔵
卿

浮
戸
に
対
し
て
、
遅
怠
な
き
よ
う
役
銭
を
納
め
よ
」
と
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
奉
書
が
出
さ
れ
た
背
景
等
は
後
に
説
明
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
納
等
方
（
の
う
せ
ん
か
た
、
ま
た
は
、
な
っ
せ
ん
か
た
）
が
「
御
料
所
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
室
町
幕
府
は
明
徳
四
年
（
；
元
；
、
洛
中
洛
外
の
酒
屋
・
土
倉
に
対
し
て
、
「
政
所
方
年
中
行
事
要
脚
」
の
内
と
し
て
年
間
六
〇
〇
〇
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

文
の
賦
課
を
定
め
た
（
以
下
、
こ
の
規
定
を
明
徳
四
年
令
と
す
る
）
。
こ
の
酒
屋
・
土
倉
役
は
、
幕
府
経
済
構
造
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る

も
の
と
さ
れ
る
が
、
通
説
的
に
は
そ
の
収
納
・
管
理
に
携
わ
る
幕
府
機
関
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
納
舟
方
で
あ
る
。

　
室
町
幕
府
の
最
盛
期
と
言
わ
れ
る
一
五
世
紀
前
半
の
経
済
構
造
に
お
い
て
、
朝
廷
・
幕
府
行
事
や
天
皇
・
将
軍
御
所
お
よ
び
大
寺
社
の
修
造

な
ど
臨
時
・
巨
額
の
費
用
は
、
そ
の
都
度
臨
時
課
役
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
た
。
朝
廷
関
係
の
儀
式
や
内
裏
・
大
寺
社
修
造
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
国
家
的
行
事
に
必
要
な
費
用
は
、
段
銭
・
棟
別
銭
・
地
染
銭
を
賦
課
し
、
ま
た
将
軍
御
所
の
造
営
や
将
軍
（
後
継
者
）
元
服
な
ど
の
将
軍
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

行
事
に
は
、
守
護
に
対
し
て
一
国
数
百
貫
宛
の
賦
課
が
な
さ
れ
た
（
守
護
出
銭
）
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
将
軍
家
の
日
常
的
経
費
や
政
所
年
中
行
事
費
用
な
ど
、
い
わ
ば
経
常
費
用
の
財
源
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
直
轄
領
で
あ
る

御
料
所
や
酒
屋
・
土
倉
役
で
あ
る
。
ま
た
今
谷
明
氏
は
、
献
銭
・
官
銭
・
借
銭
な
ど
の
形
で
五
山
禅
院
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
収
入
に
注
目
し
、

嘉
吉
の
土
一
揆
以
降
の
酒
屋
・
土
倉
役
の
退
転
を
補
塀
す
る
も
の
と
し
て
そ
れ
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
幕
府
財
政
は
不
断
に
五
山
禅
院
経

2 （652）



室町幕府の「御料所」納銭方支配（田中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

済
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
幕
府
に
は
、
公
武
諸
家
や
寺
社
か
ら
恒
例
・
臨
時
に
様
々
な
名
目
で
礼
銭
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

礼
物
が
進
納
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
る
と
そ
れ
が
巨
額
に
の
ぼ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
恒
常
的
財
源
を
考
え
る
際
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
職
に
お
い
て
は
、
狭
小
さ
や
散
在
性
が
指
摘
さ
れ
る
御
料
所
よ
り
も
、

年
間
六
〇
〇
〇
貫
文
と
規
定
さ
れ
る
酒
屋
・
土
倉
役
の
方
が
高
く
評
価
さ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
徴
収
・
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
酒
屋
・
土
倉
役
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
納
銭
方
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ
れ
は
冒
頭
の
史
料
に
示
し
た
よ

う
に
、
幕
府
の
「
御
料
所
」
の
対
象
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
酒
屋
・
土
倉
役
の
収
納
・
管
理
機
関
と
理
解
す
る
の
で

は
不
自
然
な
点
も
残
る
。

　
「
御
料
所
」
の
中
に
所
領
襲
職
以
外
を
対
象
と
し
た
も
の
、
例
え
ば
白
布
棚
公
事
と
い
っ
た
商
業
課
税
に
類
す
る
も
の
や
、
通
行
税
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

関
銭
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
史
料
1
に
み
ら
れ
る
馬
銭
方
も
、
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
非
所
領
型
」
の
御
料

所
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
、
そ
の
「
御
料
所
」
の
対
象
と
し
て
の
耳
垂
方
と
は
い
っ
た
い
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

尊
墨
方
と
い
う
語
の
実
際
の
用
例
に
基
づ
い
て
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
「
御
料
所
」
で
あ
る
納
下
方
を
幕
府

は
ど
の
よ
う
に
支
配
し
た
の
か
、
ま
た
工
銭
方
は
「
御
料
所
」
と
し
て
幕
府
の
経
済
構
造
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
室
町
幕
府
に
よ
る
納
銭
方
支
配
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
積
極
的
な
評
価
を

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
幕
府
直
轄
財
源
と
し
て
の
「
御
料
所
」
に
つ
い
て
、
納
銭
方
を
含
め
た
上
で
、
改
め
て
幕
府
経
済
構
造
に
お
け
る
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

義
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
①
『
蜷
川
家
文
書
』
六
三
九
（
番
号
は
『
大
日
本
古
文
書
』
に
よ
る
。
以
下
同
　

二
巻
・
室
町
幕
府
法
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
。

　
　
じ
）
。
こ
の
文
香
が
天
田
＝
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
正
実
に
対
し
て
納
銭
　

③
室
町
幕
府
の
経
済
溝
造
に
つ
い
て
は
、
杉
山
博
「
室
町
幕
府
扁
（
歴
史
学
研
究

　
　
方
の
執
沙
汰
を
認
め
た
天
文
｝
二
年
三
月
二
八
日
付
の
幕
府
奉
行
人
影
害
案
と
と
　
　
　
　
会
・
日
本
史
研
究
終
編
『
日
本
歴
史
講
座
』
三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
六

　
　
も
に
、
こ
の
奉
書
案
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
分
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）
、
桑
山
浩
然
「
潟
町
幕
府
経
済
の
構
造
」
（
永
原
慶
一
　
編
『
日
本
経
済
史
大

　
②
「
室
町
幕
府
追
加
法
」
一
四
六
～
一
五
〇
（
番
号
は
門
中
量
法
門
史
料
集
㎞
第
　

系
』
二
・
中
世
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
以
下
桑
山
①
論
文
と
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す
る
）
参
照
。
ま
た
田
中
浩
司
「
年
中
行
事
か
ら
み
た
室
町
幕
府
の
経
済
に
つ
い

　
て
1
1
十
五
量
紀
後
半
以
降
を
中
心
に
一
」
（
『
中
央
史
学
』
一
二
、
一
九
九
八

　
年
）
で
は
、
幕
府
経
済
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
て
い
る
。

④
「
室
町
幕
府
の
財
政
と
荘
園
政
策
」
（
『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』
五
九
頁
、

　
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
初
出
は
一
九
七
五
年
）
。

⑤
百
瀬
今
朝
雄
「
中
世
史
研
究
解
説
」
二
室
町
時
代
（
旧
岩
波
講
座
『
日
本
歴

　
史
』
中
世
四
・
二
九
五
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
な
ど
。

⑥
前
掲
桑
山
①
論
文
一
九
二
頁
な
ど
。

⑦
以
下
本
稿
で
は
、
所
領
以
外
の
も
の
も
含
め
て
室
町
幕
府
の
「
御
料
所
」
全
体

　
を
指
す
場
合
に
は
「
　
」
付
き
で
表
悪
し
、
個
々
の
直
轄
所
領
を
指
す
場
合
は
単

　
に
、
御
料
所
、
と
し
て
区
別
し
て
お
く
。
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第
一
章
　
　
「
御
料
所
」
と
し
て
の
納
銭
方
の
意
味

　
納
銭
方
が
何
か
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
そ
の
研
究
史
を
整
理
し
て
お
く
。
納
里
方
に
早
く
に
注
目
し
た
の
は
、
幕
府
課
役
の
賦
課
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

象
と
な
る
酒
屋
・
土
倉
に
対
す
る
統
制
を
論
じ
た
小
野
晃
嗣
氏
で
あ
る
。
小
野
氏
は
、
室
町
幕
府
の
収
入
・
支
出
に
あ
た
る
職
が
、
現
納
を
扱

う
も
の
と
金
納
を
扱
う
も
の
と
に
分
離
し
た
と
考
え
、
政
所
執
事
代
の
管
轄
下
で
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
た
っ
た
の
が
倉
奉
行
と
納
斬
方
で
あ
る
と
し

た
。
そ
し
て
倉
奉
行
が
幕
府
領
た
る
諸
荘
園
よ
り
の
貢
納
を
管
理
し
、
納
銭
轡
は
酒
屋
・
土
倉
の
管
理
統
制
機
関
と
し
て
、
酒
屋
・
土
倉
の
役

銭
の
収
納
、
そ
の
金
庫
の
保
管
、
幕
府
の
必
要
に
際
し
て
支
出
の
任
等
に
あ
た
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
小
野
氏
の
こ
の
説
は
、
『
武
家
名
目
抄
』
の
記
述
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
の
収
支
機
構
を
、
現
納
を
扱
う
倉
奉
行
と
金
納

を
扱
う
納
等
方
と
に
分
離
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
実
態
に
即
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
桑
山
氏
は
、
倉
奉
行
（
公
方
御
倉
）
が

現
納
だ
け
で
な
く
、
酒
屋
・
土
倉
役
等
の
役
銭
を
含
む
幕
府
財
産
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
改
め
て
納
銭
方
・
公
方
御
倉
に

　
　
　
　
　
　
②

つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
納
露
顕
は
御
倉
へ
の
酒
屋
・
土
倉
役
の
収
納
請
負
機
関
で
あ
っ
て
、
純
然
た
る
幕
府
機
関
で
は
な
く
、
土
倉
・

酒
屋
の
機
能
が
分
化
・
発
展
し
て
幕
府
と
特
殊
な
関
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　
し
か
し
桑
山
氏
の
論
考
で
は
、
納
銭
苔
と
路
銭
方
一
寸
と
が
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
壷
に
よ
る
請
負
を
示
す
史
料
を
根
拠
と
し
て
、
馬
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
④

方
を
酒
屋
・
土
倉
役
の
収
納
請
負
機
関
と
し
た
こ
と
に
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
五
味
文
彦
氏
や
寺
嶋
雅
子
氏
は
、
納
銭
方
と
は
土
倉
・
酒
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屋
以
下
諸
商
売
公
役
の
収
納
に
あ
た
る
幕
府
機
関
で
、
政
所
執
事
代
の
管
轄
下
に
あ
り
、
そ
の
下
で
納
言
方
一
結
が
酒
屋
・
土
倉
役
の
徴
収
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
た
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
下
坂
守
氏
は
、
納
銭
の
収
納
・
支
払
事
例
の
検
討
か
ら
、
納
暮
方
を
諸
商
売
役
銭
を
管
理
・
運
営
す
る
機
関

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
納
銭
方
と
は
、
小
野
氏
以
来
、
修
正
を
受
け
つ
つ
も
基
本
的
に
は
、
酒
屋
・
土
倉
役
の
収
納
・
管
理
に
携
わ
る
幕
府
…
機
関
と
考

え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
納
二
方
の
「
納
銭
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
五
味
氏
や
下
坂
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
酒
屋
・
土
倉
の
役
銭
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
諸
商
売
役
銭
を
も
含
め
た
、
幕
府
に
納
入
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
役
銭
の
総
称
で
あ
り
、
『
武
政
規
範
』
に
い
う
「
土
蔵
酒
屋
以
下
諸
商
売
公
役
」
の
こ
と
で
あ
る
。
役
銭
を
納
銭
方
に
付
さ
れ
た
諸
商
売
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
土
倉
・
酒
屋
の
他
に
味
噌
屋
・
日
銭
屋
が
あ
り
、
戦
国
期
に
は
請
酒
・
請
味
噌
も
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
徳
政
分
一
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

や
閾
所
と
な
っ
た
酒
屋
・
土
倉
の
納
物
は
納
銭
方
に
付
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
納
銭
と
は
、
幕
府
に
納
め
ら
れ
る
金
銭
を
漠
然
と
指

す
の
で
は
な
く
、
土
倉
・
酒
屋
以
下
諸
商
売
役
銭
等
に
特
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
段
銭
・
棟
別
銭
や
国
役
等
と
同
じ
く
、
　
つ
の
財
源
と
し

て
の
名
称
で
あ
っ
た
。

　
表
1
　
「
納
銭
」
・
「
納
銭
方
」
の
用
例

歯

年
　
月
　
日

用
　
　
　
　
　
例

出
　
　
典

1

至
徳
一
・
七
・
四

東
寺
荒
垣
以
下
要
脚
伍
貫
文
事
、
以
口
銭
内
、
可
渡
寺
家
雑
掌
之
状
如
件

東
寺
百
合
文
書

2

応
永
三
四
・
四
・
二
〇

一
　
酒
屋
土
倉
閾
所
事
、
若
有
如
此
閥
所
者
、
可
被
殻
納
銭
方
里

追
加
法
一
八
○
・
　
九
八

3

永
享
二
・
　
○
・
二
〇

大
館
上
総
入
道
於
納
銭
方
借
用
分
四
千
参
百
五
拾
貫
文
事

御
前
落
居
三

4

永
享
三
・
　
二
・
二
七

傍
被
尋
下
評
定
衆
、
同
洛
申
沙
汰
来
例
、
納
銭
方
一
衆
叢
誌

御
前
落
居
四
九

5

嘉
吉
一
・
閏
九

勿
諸
土
倉
質
物
等
責
取
之
間
、
納
銭
忽
停
止
了

葵
恒

6

嘉
吉
二
・
二

洛
中
洛
外
酒
屡
、
政
所
寄
人
分
手
罷
向
注
之
、
，
去
年
徳
政
以
来
納
銭
方
減
少
之
問
豊
玉

基
恒

7

文
安
四
・
三
・
二

納
銭
方
会
所
i
、
就
被
定
遣
河
村
民
部
丞
、
暴
酒
麿
～
宇
別
三
十
疋
相
懸
之

唱
酬

洛
中
洛
外
、
号
日
銭
屋
隠
取
質
物
之
間
、
以
寄
人
手
分
質
物
員
数
注
之
、
彼
無
銭
十
分
～
遷
替
納
骨
方

8

文
安
六
・
六
二
～
六

為
内
談
一
献
料
二
千
疋
自
納
銭
方
下
行

基
恒

9

宝
徳
三
・
四
・
二
五

洛
中
洛
外
諸
納
銭
方
事
、
早
巳
下
知
状
、
於
収
納
分
皿
、
可
致
執
沙
汰

参
考
資
料
一
六
～

10

享
徳
三
・
一
〇

於
諸
借
銭
者
、
以
十
分
一
被
付
納
銭
方

基
恒

5　（655）
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康
正
一
・
～
～
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29　28　27

延文文
徳明明

・七七
六・・
・七七
九　・

　　o

30

延
徳
二
・
混
入
・
三

3433323ユ

明延延延
応徳徳徳
五三こ二ニ

ー五一九

〇ハニー
　　o

3538　37　36

明
応
六
・
四

明
応
六
・
八

明
応
七
・
～
○
・
九

明
応
九
・
九

一
、
納
銭
方
、
堤
右
京
亮
有
家
、
為
伊
勢
守
貞
親
代
存
知
之

一
、
十
分
一
事
、
自
是
以
後
為
五
分
～
被
付
納
銭
方
了

河
上
諸
関
停
廃
使
節
〈
同
九
月
十
一
臼
上
洛
〉
、
十
三
銭
方
二
千
疋
沢
之

一
献
料
千
疋
、
自
納
銭
方
下
行

一
献
料
千
五
百
疋
納
銭
方
、
遣
請
取
一
紙

一
献
料
千
五
百
疋
、
納
銭
方
よ
り
下
行

普
広
院
御
月
忌
料
、
…
中
略
…
、
尚
以
不
足
也
、
然
者
納
書
方
可
詩
書
付
鳳
之
由
申
之

一
献
〈
千
五
百
疋
〉
、
飯
左
大
方
工
遣
請
取
〈
千
五
両
通
〉
、
以
下
書
御
倉
ヨ
リ
以
納
平
方
下
行
之

昨
日
被
仰
出
候
納
銭
方
事
、
正
実
可
有
談
合
之
由
、
飯
左
大
所
工
岸
向
申
請

残
同
二
千
疋
事
、
依
折
紙
方
遅
々
、
先
山
納
銭
嵩
渡
遣
之
由
被
仰
之
間
、
正
実
坊
親
元
一
行
ヲ
遣
候
畢

油
（
納
力
）
銭
方
御
倉
事
、
被
改
正
実
、
被
仰
付
禅
譲
・
定
光
・
定
泉
等

供
御
衆
丼
遁
等
御
訪
、
辮
貫
文
宛
納
銭
方
奉
行
也

納
銭
方
衆
中
之
儀
、
早
々
被
召
加
之
様
、
可
預
御
申
沙
汰
候

酒
屋
土
倉
納
銭
方
衆
中
事
、
就
由
緒
被
召
加
之
詑

銭
通
事
御
訪
事
、
先
々
毎
月
錐
三
下
行
李
、
依
悪
銭
減
少
、
無
其
儀
之
上
者
…
…

御
戒
師
御
施
物
万
疋
、
以
納
銭
方
渡
申
之

定
光
坊
、
納
銭
一
衆
二
被
召
加
之

政
所
納
銭
　
衆
事
、
被
召
加
衆
分
之
叢
叢
帯
出
候
、
納
下
之
儀
厳
密
可
被
致
其
沙
汰
候
也

納
銭
方
帳

納
銭
条
々
案
、
一
、
捧
上
状
之
時
者
、
可
相
副
当
月
分
納
銭
事

御
要
脚
事
、
如
先
々
以
納
銭
方
臨
時
役
、
可
有
壁
沙
汰
之
旨
、
被
仰
出

此
両
人
難
非
御
倉
納
銭
方
之
儀
、
近
年
依
執
沙
汰
如
此

一
、
同
朋
衆
く
万
晦
・
耳
阿
・
目
阿
・
直
書
V
四
人
御
月
島
事
、
毎
月
各
武
百
疋
宛
、

出
之

一、

ﾈ
前
～
衆
等
申
納
品
引
違
分
遣
、
半
被
遷
替
御
倉
、
御
返
弁
之
儀
、
有
先
例
哉
否
認
尋
之

然
御
要
脚
事
、
或
者
国
役
、
或
者
納
銭
方
、
亀
鑑
晶
晶
御
請
取
篇
首

洛
中
洛
外
酒
麹
役
事
、
…
中
略
…
、
爵
号
諸
役
免
除
、
或
混
納
銭
方
、
減
少
云
々

納
銭
方
之
儀
、
去
年
以
来
御
免
除
熱
望
在
所
、
新
家
之
在
所
を
入
札
て
、
定
野
分
、
同
在
所
付
髭
、

申
候
就
納
銭
地
下
有
目
算
用
之
儀
被
定
置
之
条
々

一、

?
月
執
沙
汰
納
銭
事
、
以
用
捨
被
支
配
之
、
直
可
被
下
行
之
子
細
密
之
条
…
…

毎
月
納
銭
執
沙
汰
～
方
野
洲
井
分
、
参
千
七
百
五
拾
疋
内
定
下
行
事

納
銭
酒
屋
方
、
号
請
酒
不
随
其
役
衆
、
撮
管
疏
々
笹
下
所
、
本
在
所
及
無
力
転
置
、
風
聞
候

一
、
火
事
類
火
在
所
事
〈
但
於
出
火
所
者
、
子
細
在
之
〉
、
納
銭
六
ヶ
月
〈
除
火
事
月
〉
可
被
免
実

一
、
新
加
在
所
事
、
納
銭
五
ヶ
月
可
被
免
之

以
納
銭
之
内
可
下
行
四
二
被
仰

正
月
よ
り
の
分
注

基
恒

埴
土
政
所
内
評
定
記
録

政
所
内
評
定
記
録

政
所
内
評
定
記
録

蔭
涼
軒

政
所
内
評
定
記
録

親
元
親
元
親
蕃
親
基
蜷
川
家
七
二

蜷
川
家
七
二

蜷
川
家
一
七
二

親
元
親
元

将蜷二
軍川川
宣家家
下～一
記九八
　二六

蜷
川
家
二
七
五

蜷
川
家
二
七
五

北
野
社
家
日
記

押
小
路
文
書

蜷
川
家
一
二
一
〇

蜷
川
家
　
二
二
〇

追追蜷蜷
力ロカ日jll　JII

法法家家

七六七〇

（656）6
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文
亀
二
・
八
・
七

永
正
二
・
四

大
永
一
・
八
・
三
〇

天
文
三
・
一
一
・
二

天
文
七
・
＝
一
・
五

天
文
七
・
一
二
。
山
ハ

天
文
八
・
六
・
三
〇

天
文
八
・
閲
エ
ハ
・
七

天
文
八
二
一
・
八

天
文
八
・

天
文
八
・

天
文
八
・

天
文
八
・

天
文
八
・

○〇九七六

天
文
八
・
　
二

天
文
九
・
　
・
五

天
文
九
・
二
・
二

天
文
九
・
二
・
八

天
文
九
・
三
・
二
二

天
文
九
・
四
・
二
五

天
文
九
・
四
・
二
八

天
文
九
・
五
・
八

天
文
九
・
七
・
九

天
文
一
＝
・
二
・
二
九

天
文
一
二
・
三
・
二
八

天
正
｝
二
｝
・
二
八

一、

?
宅
在
所
事
、
非
新
加
之
上
者
、
至
熱
暑
者
如
元
来
可
致
其
沙
汰
夷

今
度
京
兆
二
被
仰
付
上
目
五
ヶ
條
〈
御
即
位
事
、
内
裏
門
役
事
、
納
節
事
、
…
下
略
…
〉

納
銭
方
下
□
□
（
行
注
力
）
文

公
方
様
今
度
御
長
絹
下
御
調
進
之
所
、
…
中
略
…
、
御
下
行
納
銭
之
内
可
申
付
之
旨
奉
之

　
、節

季
御
用
脚
ト
テ
、

納
銭
節
季
御
用
酌
女
事
披
露
之
、

御
小
者
＃
雑
色
小
舎
人
等
置
銭
・
上
銭
役
、

被
尋
下
御
小
者
雑
色
小
舎
人
等
納
銭
井
上
銭
蔵
、

納
銭
方
在
所
付
・
其
外
納
下
注
文
、

御
倉
正
実
申
納
編
方
事
、

正
実
坊
申
納
銭
方
事
、

納
銭
方
事
、

正
実
重
而
申
状
〈
納
銭
方
事
也
〉

納
銭
方
上
下
京
地
下
人
廿
人
捧
連
判
、
致
加
増
依
望
申
、
被
仰
付
之
詑

洛
中
洛
外
酒
屋
土
倉
納
蔵
品
沙
汰
事
、
捧
弐
十
人
連
判
任
　
申
講
負
数
之
旨
、
被
仰
付
候
詑

地
下
人
納
銭
為
礼
三
百
疋
到
来
之

洛
中
洛
外
酒
屋
土
倉
納
銭
執
沙
汰
之
儀
、
就
幽
幽
付
置
、
御
請
申
上
條
々

作
事
奉
行
詰
〈
左
〉
方
よ
り
十
一
日
御
事
始
山
事
、
以
書
状
被
申
之
、
此
段
ハ
半
銭
か
た
へ
先
以
可
懸
垂
合
候
哉
之
由
、

事
書
申
之
也

納
銭
方
七
百
疋
地
下
取
沙
汰
仕
候

御
弟
若
公
様
供
御
方
御
事
、
先
度
宮
内
卿
殿
各
へ
承
候
、
納
銭
方
略
内
に
て
随
喜
下
行
之
事
…
…

納
銭
方
正
実
、
以
豆
州
嘆
申
候

　
御
服
方
事
、
…
中
略
…
、
上
様
御
服
事
者
、
先
規
者
以
納
豆
方
内
、
為
此
方
令
調
進
候

一

、
供
御
方
事
、
…
中
略
…
、
上
様
御
分
者
、
納
銭
方
塔
獄

一

、
御
女
房
衆
御
行
器
物
事
、
納
銭
函
除
慶
之
時
者
、
御
行
器
御
焦
之
段
、
勿
論
候

一

、
御
厩
方
事
、
近
年
以
納
銭
之
内
、
御
釜
者
両
三
入
御
月
面
豊
幡
候

一

、
諸
奉
公
方
御
配
当
等
事
、
非
納
子
方
候
、
御
足
付
之
溢
者
、
御
倉
二
可
申
付
候

一　
　
　
　
　
　
　
納
銭
方
へ
臨
時
可
相
懸
否
之
段
、
以
書
状
御
倉
・
執
事
代
尋
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
先
規
可
申
付
之
由
御
返
事
、
出
銭
在
所
付
可
被
記
申
之
由
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
免
除
哉
否
事
、
御
尋
之
也
、
納
銭
免
除
之
皇
帝
証
文
之
旨
各
画
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
為
諸
公
事
免
除
内
否
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
倉
正
実
調
進
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
上
下
二
地
下
輩
廿
堅
く
ミ
重
て
、
毎
月
七
百
疋
充
御
倉
へ
事
納
申
也

　
　
　
　
　
　
　
　
昨
日
日
行
事
披
露
之
処
…
…

　
　
　
　
正
実
重
而
申
状
昨
日
進
入
之

就
納
銭
方
之
儀
、
去
年
地
下
人
捧
申
候
請
文
在
之
者
、
可
被
参
候
由
被
佛
出
之
云
々

納
銭
方
之
事
、
正
実
二
可
被
成
下
御
下
知
候
由
被
仰
出
候

正
実
坊
来
、
納
銭
方
事
、
如
先
規
可
存
知
之
段
、
去
月
廿
八
日
御
下
知
豊
成
下
之
、
呑
存
候

然
者
執
事
代
を
善
導
候
て
政
所
へ
露
華
、
納
銭
方
に
て
借
用
候
て
細
孔
参
哉
旨
叡
慮
御
談
合
猛
爆
然
歎

度
々
以
参
委
細
令
申
候
納
銭
艶
事
、
干
今
～
途
不
桜
蘭
出
候
而
、
外
聞
実
儀
迷
惑
存
候

納
銭
方
事
、
為
厳
重
御
料
所
之
上
者
、
如
先
々
対
正
実
大
蔵
総
軍
運
、
一
致
其
沙
汰

納
銭
方
事
、
今
度
玉
泉
宗
永
難
歎
申
之
、
云
由
緒
、
云
忠
節
、
券
於
彼
訴
訟
者
不
能
許
容
上
者
…
…

納
銭
方
請
之
本
知
十
分
～
之
事

追
加
法
三
一
八

後
法
興
院
記

蜷
川
家
三
七
七

親
孝
蜷
川
家
五
　
二

親
俊
親
俊
善
事
記
録

工
事
記
録

親
俊
常
興
常
興
常
興
常
興
親
俊

蜷
川
家
五
四
〇

常
興

蜷蜷常常常常常常常
川川興興興興興興興
家家
室盛

九七

建
勲
神
社
文
書
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65

年
月
日
未
詳

納
銭
方

蜷
川
家
請
〇
五

北
少
路
猪
熊
南
西
頬
　
馬
場
　
壷
貫
五
百
文

…
中
略
…
　
以
上
試
貫
拾
七
貫
七
百
文

66

年
未
詳
・
八

納
銭
方
事
、
今
分
候
者
如
何
候
哉

蜷
川
家
三
一
一

67

年
未
詳
・
二
・
二

就
御
直
垂
要
脚
無
沙
汰
之
儀
、
納
銭
衆
両
人
召
仰
之
、
可
申
付
之
由
、
蒙
仰
語
間
…
…

蜷
川
家
三
三
二

68

年
未
詳
・
二
・
五

納
銭
下
行
事
、
可
為
如
何
輿
論
、
両
入
申
状
先
日
進
覧
候
、
八
千
疋
分
冊
志
田
納
之
旨
申
候

蜷
川
山
面
三
三

69

年
未
詳
・
七
・
三
〇

御
愚
方
御
倉
事
、
玉
泉
に
被
仰
付
候
儀
、
一
向
不
存
知
候
…
、
納
単
方
御
倉
も
此
方
自
申
付
儀
候

蜷
川
家
三
六
一

70

年
月
日
未
詳

雛
（
納
）
銭
加
増
下
行
分
注
文

蜷
川
家
三
九
三

71

年
未
詳
・
一
〇
・
二
四

今
度
就
納
銭
方
之
儀
、
椿
阿
被
相
副
之
候
由
、
被
仰
出
候

蜷
川
家
五
四
一

72

年
月
日
未
詳

於
納
銭
者
執
事
被
官
横
川
彦
次
郎
、
請
酒
屋
丼
諸
土
倉
令
納
下
之
、
下
書
斗
対
州
沙
汰
候
欝

室
町
幕
府
諸
奉
行
次
第

73

年
未
詳
・
九
・
一
三

就
伽
御
神
事
御
神
馬
一
之
儀
、
以
納
隅
隅
可
柚
二
相
勤
之
中
一
面
闘
…
、
玉
｛
泉
山
功
へ
被
申
出
候

八
坂
神
社
文
業
一
一
三

74

年
未
詳
・
五
・
七

天
下
御
祈
禧
事
候
間
、
以
納
銭
方
可
申
付
候
覚
悟
候

八
坂
神
社
文
書
三
一
〇

75

年
月
日
未
詳

き
ん
り
の
御
料
所
の
う
ち
に
て
候
ほ
と
に
、
な
う
せ
ん
方
に
は
か
・
は
り
候
は
て
…
…

広
橋
家
記
録

な
う
せ
ん
方
御
め
ん
の
ほ
う
し
ょ
を
給
嘗
て
、
公
方
役
を
つ
か
ま
つ
り
候
は
ぬ
と
て
…
…

朝
役
の
事
は
、
な
う
せ
ん
方
に
か
は
り
候
て
、
さ
た
し
つ
け
た
る
と
熊
野

出
典
は
次
の
通
り
略
記
し
た
。

　
　
追
加
法
“
欄
中
世
法
制
史
料
集
』
第
二
巻
室
町
幕
府
法
に
所
収
の
追
加
法
の
番
号

　
　
参
考
資
料
聾
咽
中
世
法
制
史
料
集
㎞
第
二
巻
室
町
幕
府
法
に
所
収
の
参
考
資
料
の
番
号

　
　
御
前
落
居
1
1
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
隔
上
に
所
収
の
「
御
前
落
屠
奉
轡
」
の
番
号

　
　
蜷
川
家
“
『
大
日
本
古
文
書
隔
の
「
蜷
川
家
文
書
」
の
番
号

　
　
将
軍
宣
下
記
1
1
「
延
徳
二
年
将
軍
宜
下
記
」
（
咽
続
群
書
類
従
』
巻
第
六
五
七
・
武
家
部
三
）

　
　
八
坂
神
社
文
書
ロ
『
増
補
八
坂
神
社
文
書
㎞
（
臨
川
書
店
刊
）
の
番
号

　
　
基
恒
1
1
斉
藤
基
恒
日
記
　
　
　
　
蔭
涼
軒
睦
蔭
涼
軒
日
録
　
　
　
　
親
元
翻
蜷
川
親
元
日
紀

　
　
親
孝
睦
蜷
川
親
孝
日
記
　
　
　
　
親
俊
翻
蜷
川
親
俊
日
記
　
　
　
　
常
興
ロ
大
館
常
興
自
記

な
お
、
以
下
の
史
料
は
次
の
刊
本
に
よ
っ
た
。

　
　
6
4
0
奥
野
高
広
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
隔
に
所
収
す
る
文
轡
の
四
二
三
号

　
　
7
5
1
1
『
大
日
本
史
料
隔
第
7
編
1
1
・
明
徳
四
年
雑
載

親
基
三
無
藤
親
基
日
記

（658）8

以
上
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
納
銭
あ
る
い
は
納
銭
方
と
い
う
語
の
用
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
七
〇
鋸
盤
が
管
見
に
入
っ
た
。

こ
の
内
、
例
え
ば
「
納
銭
方
に
付
す
」
（
表
－
1
2
・
7
・
1
0
・
1
1
）
、
「
納
母
方
を
存
知
す
る
」
（
表
－
一
1
1
）
、
「
納
銭
方
よ
り
下
行
」
（
表
－
一

1
3
・
1
5
）
、
「
納
叢
話
に
仰
せ
付
け
る
（
仰
せ
合
わ
す
）
」
（
表
1
1
1
6
・
5
4
）
等
の
用
例
は
、
一
見
、
幕
府
機
関
と
し
て
の
納
煮
方
の
存
在
を
う
か



室町幕府の「御料所」納銭方支配（田中）

が
わ
せ
る
。
し
か
し
、
「
納
銭
方
滅
少
」
（
表
－
一
6
）
、
「
納
質
業
を
以
て
下
行
」
（
表
－
1
1
7
）
、
「
納
銭
方
の
内
を
以
て
調
進
す
る
」
・
「
納
銭

方
夏
蝉
」
（
表
－
1
4
2
）
、
「
納
銭
方
の
内
に
て
下
行
」
（
表
－
i
5
6
）
と
い
っ
た
用
例
は
、
納
銭
方
を
幕
府
機
関
と
考
え
る
よ
り
も
、
収
納
さ
れ
た

役
銭
と
し
て
の
納
銭
そ
の
も
の
の
意
味
で
解
釈
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
史
料
上
の
用
例
に
は
、
納
銭
方
を
幕
府
機
関

と
考
え
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
納
銭
方
と
は
い
っ
た
い
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
幕
府
の
「
折
紙
方
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
桜
井
英
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

氏
の
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
参
考
に
な
る
。

　
　
　
「
折
紙
方
」
と
は
特
定
の
御
倉
で
は
な
く
、
「
折
紙
方
奉
行
」
を
経
由
す
る
出
納
ル
ー
ト
、
も
し
く
は
折
紙
銭
と
い
う
財
源
そ
の
も
の
を
さ
し
て
い
る

　
　
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
…
中
略
…
同
じ
こ
と
は
じ
つ
は
「
活
歴
方
」
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
あ
り
、
「
折
紙
方
」
と
村
に
な
っ
て
あ
ら
わ

　
　
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
機
関
と
い
う
よ
り
も
出
納
ル
ー
ト
も
し
く
は
財
源
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
桜
井
氏
は
、
折
紙
方
と
対
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
場
合
と
し
て
い
る
が
、
上
述
の
用
例
を
み
る
と
、
そ
の
よ
う
に
限
定
す
る
必
要
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
岡
様
な
見
解
を
、
実
は
下
坂
氏
も
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
閨
事
方
を
諸
商
売
役
銭
の
管
理
・
運
営
機

関
と
し
な
が
ら
も
、
は
じ
め
か
ら
そ
の
た
め
の
特
別
な
成
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
政
所
の
一
…
機
能
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
し
、

「
そ
の
意
昧
で
は
納
銭
方
は
、
段
銭
な
ど
と
同
じ
く
幕
府
内
に
お
け
る
一
つ
の
収
納
－
1
支
払
い
と
い
っ
た
銭
貨
の
流
れ
を
指
す
と
い
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

過
言
で
は
な
い
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
見
解
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
輝
北
方
と
は
、
酒
屋
・
土
倉
等
諸
商
売
役
銭
聾
納
銭
の
出
納
ル
ー
ト
、
あ
る
い
は
幕
府
財
源
の
一

つ
と
し
て
の
銅
銭
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
表
1
1
3
2
は
、
北
野
社
の
仮
殿
遷
宮
に
伴
う
社
頭
清
祓
の
要
脚
に
つ
い
て
、
そ
の
出
所

が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
納
銭
方
と
い
う
語
が
ま
さ
に
一
つ
の
幕
府
財
源
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
納
今
方
に
付
す
・
納

銭
方
よ
り
下
行
・
賭
銭
方
を
以
て
下
行
、
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
例
は
、
出
納
ル
ー
ト
・
幕
府
財
源
と
い
う
意
昧
を
当
て
る
こ
と
に
問

題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

9 （659）



　
た
だ
し
そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
用
例
も
あ
る
。
例
え
ば
表
1
1
6
5
は
、
明
応
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
酒
屋
・
土
倉
の
注
文
で
あ
る
が
、

「
納
単
方
」
と
し
て
北
小
路
猪
熊
南
西
頬
の
馬
場
以
下
一
＝
件
の
在
所
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
続
い
て
「
土
倉
」
と
し
て
木
下
南
西
頬
の
中
村
以

下
一
二
件
、
「
下
京
酒
屋
」
と
し
て
五
条
坊
門
室
町
東
南
頬
の
沢
村
彦
次
郎
以
下
二
三
件
、
「
土
倉
」
と
し
て
五
条
坊
門
西
洞
院
南
西
頬
の
中
興

以
下
五
件
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
式
か
ら
す
る
と
、
は
じ
め
の
馬
場
以
下
二
一
件
は
、
「
上
京
酒
屋
」
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
注
文
は
、

納
銭
の
賦
課
対
象
で
あ
る
酒
屋
・
土
倉
を
、
上
京
・
下
京
、
酒
屋
・
土
倉
の
別
に
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
、
納
銭

の
賦
課
対
象
で
あ
る
酒
屋
・
土
倉
そ
の
も
の
が
、
「
納
綴
方
」
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
注
文
と
考
え
ら
れ
る
「
納

銭
在
所
付
」
・
「
納
銭
方
在
所
付
」
（
表
－
1
4
4
・
4
7
）
の
他
、
「
洛
中
洛
外
諸
納
銭
方
」
（
表
－
1
8
）
、
「
納
銭
方
へ
相
懸
く
」
（
表
－
一
4
3
）
、
「
納

銭
工
業
下
京
地
下
人
廿
人
」
（
表
1
－
5
2
）
と
い
っ
た
用
例
も
、
同
じ
く
納
銭
の
賦
課
対
象
と
な
る
酒
屋
・
土
倉
を
指
す
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
納
上
方
と
は
、
一
つ
の
幕
府
財
源
と
し
て
の
衡
量
、
あ
る
い
は
納
銭
の
出
納
ル
ー
ト
を
指
す
語
で
あ
る
と
と
も
に
、
上
銭
の
賦

課
対
象
で
あ
る
酒
屋
・
土
倉
を
指
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
冒
頭
に
あ
げ
た
史
料
1
で
「
御
料
所
」
と
さ
れ
て
い
る
含
量
方
も
、
納
銭
そ
の
も
の
、

ま
た
は
そ
の
賦
課
対
象
と
な
る
酒
屋
・
土
倉
を
指
す
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
室
町
幕
府
の
「
御
料
所
」
を
、
形
態
に
関
わ

ら
ず
幕
府
の
直
轄
支
配
の
対
象
と
し
て
定
期
的
に
幕
府
に
収
益
を
も
た
ら
す
も
の
、
と
す
る
な
ら
ば
、
納
銭
が
賦
課
さ
れ
る
酒
屋
・
土
倉
を
指

す
納
銭
轡
は
、
明
確
な
支
配
対
象
を
持
つ
　
つ
の
「
御
料
所
」
に
違
い
な
か
っ
た
。
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
に
は
「
大
方
殿
御
料
所
等
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
し
て
、
「
地
下
土
蔵
別
女
中
方
へ
被
レ
仕
分
一
万
千
飴
貫
」
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
明
応
頃
に
は
「
洛
中
洛
外
酒
屋
土
倉
井
味
噌
屋
等
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

銭
」
や
洛
中
の
「
酒
屋
土
倉
」
が
「
厳
重
御
料
所
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
五
世
紀
末
に
は
宿
銭
そ
の
も
の
、
な
い
し
は
そ
の
賦
課
対
象
と
な
る

酒
屋
・
土
倉
を
「
御
料
所
」
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
近
い
認
識
は
一
五
世
紀
半
ば
か
ら
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

①
　
　
「
室
町
幕
府
の
酒
屋
統
制
」
（
『
日
本
産
業
発
達
史
の
研
究
』
所
収
、
法
政
大
学

出
版
局
、
一
九
八
一
年
。
初
出
は
一
九
三
二
年
）
。
以
下
の
小
野
氏
の
所
説
は
こ

　
の
論
考
に
よ
っ
て
い
る
。

②
「
室
町
幕
府
経
済
機
構
の
一
考
察
i
納
銭
方
・
公
方
御
倉
の
機
能
と
成
立
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－
扁
（
『
史
学
雑
誌
』
七
三
－
九
、
一
九
六
四
年
、
以
下
桑
山
②
論
文
と
す
る
）
。

③
「
管
領
鯛
と
大
名
制
1
そ
の
転
換
扁
（
『
神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
、
一
九
七

　
四
年
）
。
以
下
の
五
味
氏
の
所
説
は
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
い
る
。

④
「
蔭
凍
軒
御
倉
に
つ
い
て
扁
（
糊
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
」
七
、
一
九
七
七

　
年
）
。

⑤
「
中
世
土
倉
論
」
（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編
『
中
世
日
本
の
歴
史
像
』
、

　
創
元
社
、
一
九
七
八
年
）
。
以
下
の
下
坂
氏
の
所
説
は
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
い
る
。

⑥
『
武
政
規
範
」
政
所
沙
汰
篇
の
第
一
条
條
目
事
に
、
「
諸
国
料
所
年
貢
、
土
蔵

　
酒
崖
以
下
諸
商
売
公
役
等
、
悉
為
二
政
所
之
沙
汰
冊
者
也
」
と
あ
る
。

⑦
『
斉
藤
基
恒
日
記
』
文
安
六
年
四
月
二
日
条
。

⑧
「
室
町
幕
府
追
加
法
」
三
五
〇
・
三
七
八
・
三
七
九
。

⑨
『
斉
藤
基
恒
日
記
』
享
徳
三
年
一
〇
月
条
・
康
正
元
年
＝
月
条
、
「
室
町
幕

　
府
追
加
法
扁
一
八
○
・
一
九
八
。

⑩
「
折
紙
銭
と
十
五
世
紀
の
贈
与
経
済
」
（
勝
俣
鎮
夫
編
糊
置
世
人
の
生
活
世
界
』

　
所
収
、
一
三
二
頁
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
。

⑪
　
下
坂
前
掲
論
文
二
四
六
頁
。

⑫
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
二
年
一
〇
月
四
日
条
。

⑬
「
幕
府
室
町
亭
火
災
記
」
・
「
幕
府
奉
行
人
奉
書
」
（
『
蜷
川
家
文
書
㎞
八
八
・
三

　
三
八
）
。

第
二
章
　
納
銭
徴
収
方
法
の
変
遷

室町幕府の「御料所」納銭方支配（田中）

第
一
節
　
　
「
土
倉
方
一
衆
」
へ
の
納
銭
徴
収
の
委
任

　
前
章
で
は
納
銭
方
が
酒
屋
・
土
倉
支
配
の
た
め
の
幕
府
機
関
で
は
な
く
、
納
銭
そ
の
も
の
や
、
そ
の
賦
課
対
象
と
な
る
酒
屋
・
土
倉
を
指
す

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
置
銭
方
を
幕
府
は
ど
の
よ
う
に
支
配
し
た
の
か
。
納
銭
徴
収
方
法
に
注
目
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。　

幕
府
の
課
役
と
し
て
の
納
経
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
先
行
硬
究
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
納
銭
の
徴
収
は

「
納
銭
方
一
士
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
構
成
員
と
し
て
は
、
正
実
・
玉
泉
・
定
光
・
定
泉
・
禅
住
と
い
っ
た
有
力
土
倉
と
、
中
村
・

沢
村
・
野
洲
井
・
河
村
・
中
西
と
い
っ
た
俗
人
の
酒
屋
が
確
認
さ
れ
、
正
実
等
の
有
力
土
倉
は
公
方
御
倉
で
も
あ
っ
た
。
中
村
等
は
公
方
御
倉

で
は
な
か
っ
た
が
、
一
五
世
紀
末
の
延
徳
・
明
応
頃
か
ら
納
銭
徴
収
を
行
い
、
幕
府
に
定
額
の
進
納
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
酒
屋
・
土
倉
の
中
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に
「
塩
草
方
一
衆
」
を
通
さ
ず
直
接
政
所
に
役
銭
を
納
め
る
「
直
進
」
の
も
の
が
あ
り
、
納
銭
の
徴
収
に
は
納
車
方
に
よ
る
請
負
と
直
進
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

二
つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
通
説
的
に
は
、
幕
府
の
納
銭
徴
収
は
「
納
銭
方
一
下
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
下
坂
氏
は
納
銭
徴
収
方
法
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
つ
い
て
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
六
月
以
前
は
「
土
倉
方
一
得
」
、
以
後
政
所
公
人
が
恐
縮
の
徴
収
に
あ
た
り
、
康
正
頃
か
ら
は
正
実
等
山

徒
の
土
倉
が
山
門
公
人
を
使
役
し
て
徴
収
、
応
仁
の
乱
後
は
請
負
人
を
指
名
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
み
て
い
る
。
そ
こ
で
は
嘉
吉
以
前
の
納

銭
徴
収
者
が
、
「
納
銭
方
一
衆
」
で
は
な
く
「
土
倉
方
一
罪
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
納
銭
の
徴
収
が
「
納
銭
方
一
衆
」
あ
る
い
は
「
土
倉
方
一
衆
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
の
は
、
明
徳
四
年
差
に
お
い
て
、
課
役
に
応
じ

よ
う
と
し
な
い
所
々
に
対
し
て
、
「
任
レ
法
為
二
衆
中
一
可
レ
致
二
其
沙
汰
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
酒
屋
・
土
倉
役
の
徴
収
に
あ
た
っ
た
こ
の

「
衆
中
」
を
、
桑
山
差
等
は
「
納
右
方
一
衆
」
と
し
、
下
坂
氏
は
「
土
倉
方
一
衆
」
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
「
納
建
方
一
事
」
・
「
土
倉
方
一

差
」
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
の
全
貌
を
示
す
史
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
公
方
御
倉
で
も
あ
っ
た
里
住
・
正
実
・
定
光
等
が
「
納
銭
方

一
帯
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
史
料
上
に
明
ら
か
で
あ
る
（
表
－
1
2
0
等
）
。
そ
の
た
め
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
下
坂
氏
が
、
「
土
倉
方
一
帯
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
代
表
か
ら
な
る
の
が
「
無
銭
方
一
衆
」
で
あ
り
、
「
土
倉
方
一
悪
」
は
幕
府
が
政
略
的
に
作
り
上
げ
た
実
態
の
乏
し
い
組
織
だ
と
し
た
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
脇
田
晴
子
氏
は
、
「
土
倉
方
一
衆
」
を
「
納
銭
方
一
衆
」
の
下
部
組
織
と
み
て
い
る
。

　
法
令
中
の
「
衆
中
」
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
る
に
際
し
、
関
わ
り
の
あ
る
事
例
を
集
め
る
と
表
2
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を

み
る
と
応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
に
は
、
土
倉
質
物
の
質
流
期
限
や
利
平
な
ど
土
倉
の
営
業
に
関
す
る
法
規
の
諸
土
倉
へ
の
伝
達
（
表
2
1
3
・

9
）
や
、
将
軍
義
教
の
兵
庫
下
向
お
よ
び
兵
庫
島
修
理
費
用
の
負
担
（
表
2
－
6
・
1
0
）
が
「
土
倉
方
一
軍
」
に
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
幕
府
の
土

倉
支
配
が
こ
の
「
土
倉
方
　
衆
」
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
の
「
土
倉
方
一
望
」
が
納
銭
方
に
も
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
は
、
大
館
上
総
入
道
の
納
異
方
に
お
け
る
借
用
分
に
つ
き
勘
定
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
例
に
明
ら
か
で
あ
る
（
表
2
1
1
）
。

　
一
方
で
「
納
銭
方
一
衆
」
の
用
例
は
一
五
世
紀
前
半
に
は
少
な
く
（
表
2
で
は
5
の
み
）
、
正
実
等
に
つ
い
て
も
後
に
は
「
納
桝
方
一
華
」
と
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室町幕府の「御料所」納銭方支配（田中）

　　　　　　　　　表2　「納銭方一衆」・「土倉方一衆」・「衆中」の用例

No 年月日 用　　　　例 出　　典

1 永享2・10・20 大館上総入道の納銭方での借用分につき「一衆中」に勘 御前落居奉轡3
定を命じる

2 永享3・10・8 松梅院禅能知行分所領の下地を光聚院雑掌に渡すよう 御前落居奉書57

「土倉方一衆中」　に命じる

3 永享3・10・17 土倉質物の質流期限につき諸土倉に触れるよう「土倉方 追加法203

一衆中」に命じる
4 永享3・12・26 実城を「衆中」に召し加える旨を「土倉方一衆中」に伝 御前落居奉香73

える

5 永享3・12・27 土倉本主と倉預の相論につき先例を「納銭方一衆」に尋 御前落居記録49
ねる

6 永享6・2・22 兵庫の事につき「一衆中〈土蔵方＞」に仰せ付けるべき 満済

か検討
7 嘉吉1・9・10 土一揆蜂起により「土蔵一葦」、管領に1000貫の賄賂を 建内記

贈る

8 嘉吉2・2 納銭方減少により「一衆中」を除き洛中洛外酒屋に政所 基恒

公人を以て触れる
9 長禄3・11・2 利平につき「衆中」として定め、諸土倉に触れるよう 追加法26ユ

「一衆中」に命じる

10 寛正5・6・2 兵庫島修理につき「倉方」に仰せ付ける 蔭凍軒

11 寛正6・12・30 「納壷飾御倉」、正実を改め福住・定光・定量等に仰せ 親基

付ける

12 文明6・7・4 定泉、「納銭方衆中」に召し加えられるよう清貞秀に依 蜷川家72
頼する

13 文明6・10・6 定泉、「酒屋土倉納銭方衆中」に召し加えられる 蜷川家72
14 文明17・6・28 定光、「政所納銭一衆」に召し加えられる 親元

15 延徳2・9・21 以前の「一衆」中村・沢村の狼籍ならびに引違分につき 蜷川家275
義材より指示

16 明応5？・2・2 直：垂要脚無沙汰の儀につき「納銭衆両人」を召し申し付 蜷川家332

ける

出典については、表1と同様に略記した。

し
て
の
明
証
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
段
階
で
は
特

定
の
者
を
指
し
て
「
納
銭
方
一
軸
」
と
呼
ん
だ
例

は
み
ら
れ
な
い
。
土
倉
本
主
と
倉
預
と
の
相
論
に

つ
い
て
「
納
銭
方
一
衆
」
に
尋
ね
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
（
表
2
－
5
）
、
一
五
世
紀
前
半
に

お
い
て
は
、
「
熊
野
方
一
計
」
と
「
土
倉
方
一
撃
」

が
区
別
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
両
者
は

同
じ
も
の
を
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「
土
倉

方
一
個
」
が
納
母
方
に
も
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
納
銭
方
　
衆
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
は
「
納
銭
方
一
衆
」
を

「
土
倉
方
一
二
」
の
代
表
と
み
た
り
、
「
土
倉
方

一
衆
」
を
「
納
銭
方
　
衆
」
の
下
部
組
織
と
み
る

の
は
妥
当
で
は
な
く
、
ま
た
「
土
倉
方
一
高
」
は

決
し
て
下
坂
氏
が
言
う
よ
う
に
、
実
態
の
乏
し
い

組
織
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
は
、

一
五
世
紀
前
半
に
幕
府
の
納
銭
徴
収
に
関
わ
っ
た

有
力
土
倉
の
組
織
を
便
宜
上
、
土
倉
方
｝
衆
と
称

す
る
こ
と
で
統
一
し
て
お
き
た
い
。
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そ
れ
で
は
、
こ
の
土
倉
方
一
志
と
は
ど
の
よ
う
な
集
団
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
末
期
よ
り
山
門
配
下
の
有
力
土
倉
に
よ

る
連
帯
組
織
が
存
在
し
、
幕
府
は
酒
屋
・
土
倉
役
を
賦
課
す
る
に
あ
た
っ
て
、
山
門
の
反
対
を
抑
え
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
組
織
を
そ
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ま
納
銭
の
徴
収
に
利
用
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
の
非
常
に
深
い
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、
応
永
元
年
（
；
一
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
将
軍
義
満
の
日
吉
社
参
の
た
め
に
屏
風
を
賦
課
さ
れ
た
一
一
茗
の
「
在
京
衆
」
で
あ
る
。
彼
等
は
在
京
の
山
徒
の
有
力
土
倉
で
あ
り
、
そ
の

中
に
は
正
実
や
禅
住
と
い
っ
た
、
後
に
公
方
御
倉
と
な
っ
て
い
る
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
在
京
衆
」
は
、
洛
中
洛
外
で
酒

屋
・
土
倉
な
ど
を
営
む
日
吉
神
人
か
ら
日
吉
小
五
月
会
の
馬
上
役
を
徴
収
す
る
「
日
吉
小
五
月
会
左
方
馬
上
合
カ
一
衆
」
（
以
下
、
馬
上
一
衆

と
す
る
）
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
近
年
公
開
さ
れ
た
『
八
瀬
童
子
会
文
書
』
所
収
の
酒
屋
・
土
倉
関
係
文
書
に
よ
る
と
、
馬
上
一
章
は
、
馬
上
役
が
零
落
し
難
儀
に
及
ん
で
い

た
時
に
、
延
暦
寺
西
塔
院
の
沙
汰
と
し
て
器
用
を
選
び
譜
代
の
一
衆
を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
、
至
徳
年
中
（
＝
一
天
四
～
一
三
八
六
）
以
来
の

　
　
　
　
　
⑧

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
丁
は
基
本
的
に
は
＝
一
名
か
ら
な
り
、
各
々
の
「
下
」
に
置
い
た
洛
中
洛
外
の
酒
屋
・
土
倉
・
味
噌
屋
・
風
呂
屋
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ど
か
ら
馬
上
合
力
銭
を
徴
収
し
て
、
祭
礼
の
諸
費
用
を
下
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
日
吉
小
五
月
会
の
馬
上
合
力
銭
は
、
こ
の
時
期
に
は
日

吉
神
人
か
ら
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
洛
中
洛
外
の
酒
屋
・
土
倉
に
お
い
て
、
山
門
系
の
も
の
が
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
一
衆
の
下
に
置
か
れ
た
酒
屋
・
土
倉
は
相
当
数
に
及
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
＝
一
名
と
い
う
数
の
一
致
や
、
「
在
京
衆
」
中
の
半
数
近
く
が
後
に
馬
上
一
衆
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
が
明
徳
四
年
に
洛
中

洛
外
の
酒
屋
・
土
倉
か
ら
役
銭
を
賦
課
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
徴
収
を
委
ね
た
「
衆
中
」
と
は
、
こ
の
馬
上
一
腰
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
土
倉
方
一
衆
」
と
は
、
そ
の
幕
府
側
か
ら
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
洛
中
洛
外
の
相
当
数
の
酒
屋
・
土
倉
に
対
す
る
課
役
の
徴
収
体
制
を
持
つ
馬

上
一
衆
を
、
幕
府
が
工
銭
の
徴
収
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
有
力
な
存
在
で
あ
っ
た
禅
住
や
正
実
、
定
置
、

定
光
等
が
、
公
方
御
倉
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
全
部
で
数
件
し
か
そ
の
下
に
持
た
な
い
一
衆
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
禅
住
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

合
、
酒
屋
三
八
・
土
倉
一
八
・
味
噌
二
七
・
風
呂
屋
一
を
下
に
持
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
～
衆
の
中
で
も
際
だ
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
明
徳
四
年
号
の
成
立
以
降
一
五
世
紀
前
半
の
段
階
で
は
、
幕
府
の
納
銭
徴
収
は
、
日
吉
小
五
月
会
の
馬
上
役
を
調
達
す
る
た
め

の
馬
上
一
十
を
土
倉
方
一
心
と
し
、
そ
の
馬
上
合
力
銭
徴
収
体
制
を
利
用
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
一
二
の
代
表
的

存
在
で
あ
る
禅
住
・
正
実
等
を
公
方
御
倉
と
し
、
そ
こ
に
微
収
さ
れ
た
挙
銭
を
収
納
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
は
幕
府
内
で
の
納

銭
方
の
管
理
体
制
は
、
ま
だ
十
分
半
は
整
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
納
銭
の
徴
収
・
収
納
は
全
面
的
に
土
倉
方
一
士
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
後
に
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
年
間
の
役
銭
が
明
徳
四
年
令
の
規
定
を
大
き
く
上
回
る
だ
け
で
な
く
、
各
種
行
事
に
お
け
る
幕
府
要
脚
の
調

達
が
一
衆
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
一
華
が
も
つ
馬
上
役
徴
収
体
制
を
利
用
す
る
こ
と
で
幕
府
は
、
多
額
の
費
用
を
洛
中
洛
外
の
酒
屋
・

土
倉
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
「
納
銭
衆
」
補
任
制
へ
の
転
換

　
前
節
で
み
た
よ
う
に
一
五
世
紀
前
半
の
納
銭
徴
収
は
、
土
倉
方
一
型
に
委
任
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
嘉
吉
元
年
（
～
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
）
八
月
の
土
　
揆
の
蜂
起
と
そ
の
後
の
徳
政
令
は
、
春
夏
収
入
を
一
時
停
止
さ
せ
る
ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、

従
来
の
工
銭
徴
収
方
法
を
改
め
、
政
所
寄
人
を
派
遣
し
て
洛
中
洛
外
の
酒
屋
を
書
き
上
げ
、
一
衆
を
除
く
酒
屋
に
対
し
て
は
奉
行
人
奉
書
に
よ

っ
て
役
銭
を
賦
課
し
、
奉
行
人
の
確
認
の
も
と
で
そ
れ
を
正
実
等
山
徒
の
公
方
御
倉
に
で
は
な
く
、
籾
井
の
御
倉
に
収
納
す
る
こ
と
と
し
た
の

　
　
　
⑬

で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
幕
府
が
、
政
所
奉
行
人
に
よ
る
納
銭
賦
課
対
象
の
直
接
把
握
お
よ
び
納
銭
の
直
接
徴
収
、
そ
れ
に
将
軍
家
直
属
の
御
倉
と
さ
れ
る
籾

　
　
　
⑭

井
の
御
倉
へ
の
収
納
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
銭
収
入
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
る
。
嘉
吉
元
年
一
一
月
に
は
三
二
七
ヶ
所
の
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

屋
か
ら
都
合
八
八
○
貫
六
〇
〇
文
の
納
銭
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
よ
う
な
徴
収
手
続
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
文
安
三

年
（
へ
四
四
六
）
に
は
、
や
は
り
政
所
寄
人
が
手
分
け
し
て
日
銭
屋
を
書
き
上
げ
て
お
り
、
翌
年
に
は
日
銭
屋
の
質
物
の
員
数
ま
で
調
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
の
本
銭
の
一
〇
分
の
一
を
政
所
執
事
代
等
の
確
認
の
も
と
で
御
倉
に
収
納
し
て
い
る
。
同
六
年
に
も
酒
屋
・
土
倉
・
日
銭
・
味
噌
屋
等
の
役
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⑰

銭
が
同
様
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
は
こ
う
し
て
土
倉
方
一
衆
に
よ
る
納
銭
の
徴
収
請
負
を
止
め
、
納
銭
を
直
接
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
の

で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
納
銭
の
賦
課
対
象
も
、
日
銭
屋
・
味
噌
屋
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
幕
府
は
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
、
懸
銭
の
賦
課
対
象
と
な
る
酒
屋
・
土
倉
等
の
実
態
や
納
銭
収
入
の
現
実
的
な
数
字
を
把
握
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
馬
銭
の
賦
課
対
象
は
酒
屋
だ
け
で
も
三
〇
〇
件
を
超
え
る
の
で
あ
り
、
洛
中
洛
外
に
出
向
い
て
の
そ
の
実
態
掘
握

と
納
銭
の
収
納
手
続
は
、
奉
行
人
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
幕
府
は
改
め
て
納
銭
の
徴
収
・
収
納
者
を
補
任
す

る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
掲
げ
る
史
料
が
、
そ
れ
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
〔
史
料
2
〕

　
　
　
洛
申
洛
外
諸
納
銭
馬
事
、
早
［
目
下
知
状
、
於
二
収
納
分
一
者
、
可
レ
致
　
執
沙
汰
↓
臼
至
二
拾
分
壱
一
者
、
正
実
街
運
可
レ
令
二
領
□
一
旨
、
可
レ
被
二
下
知
一
之

　
　
　
由
、
所
レ
被
二
仰
下
一
也
、
傍
執
達
如
レ
件

　
　
　
　
　
宝
徳
三
年
四
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
山
城
守
殿

　
こ
れ
は
当
時
の
管
領
畠
山
持
国
か
ら
政
所
執
事
二
階
堂
忠
行
に
対
し
て
、
特
撰
方
の
収
納
分
を
下
知
状
に
従
っ
て
「
執
沙
汰
」
し
、
収
納
分

の
一
〇
分
の
一
を
領
掌
す
る
よ
う
正
実
に
下
知
せ
よ
、
と
の
上
意
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
正
実
は
、
自
身
の
御
倉
に
収
納
さ

れ
た
納
銭
の
「
執
沙
汰
」
（
保
管
・
下
行
）
を
命
じ
ら
れ
る
か
わ
り
に
、
そ
の
一
〇
分
の
一
を
得
分
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
納
銭
の
徴

収
に
つ
い
て
は
直
接
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
幕
府
が
正
実
を
個
人
的
に
納
銭
徴
収
者
と
し
て
補
任
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
納
斜
方
の

実
態
を
直
接
把
握
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
幕
府
は
、
土
倉
方
一
衆
と
い
う
組
織
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
納
銭
徴
収
者
を
悩
別
に
補
任
す

る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
の
時
点
で
は
、
納
銭
徴
収
権
が
与
え
ら
れ
た
の
が
正
実
の
み
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
確
定
で
き
な
い
が
、
寛
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

五
年
（
一
四
六
四
）
末
に
は
正
実
一
人
に
納
銭
徴
収
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
寛
正
六
年
一
二
月
に
は
正
実
が
解
任
さ
れ
、
禅
住
・
定
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⑳

光
・
定
泉
等
に
「
納
累
年
御
倉
」
が
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
翌
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
閏
二
月
に
は
再
び
正
実
一
人
に
納
銭
徴
収
が
認

　
　
　
　
　
⑳

め
ら
れ
て
い
る
。
納
銭
徴
収
権
は
、
正
実
な
い
し
は
禅
住
・
定
光
・
定
平
等
と
い
う
一
名
か
ら
三
塁
程
度
の
者
に
し
か
与
え
ら
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
工
銭
徴
収
者
を
数
名
に
限
定
し
、
そ
の
得
分
を
収
納
分
の
一
〇
分
の
一
と
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

幕
府
は
、
そ
れ
ま
で
少
な
か
ら
ず
土
倉
方
一
衆
に
流
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
中
間
得
分
を
抑
制
し
、
幕
府
収
入
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
納
銭
徴
収
者
の
個
別
補
任
制
は
、
正
実
等
自
身
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
土
倉
方
一
塁
が
集
団
と
し
て
納
銭
徴
収
を
請
け
負
っ
て
い
た
段

階
と
は
、
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
禅
住
・
正
実
・
定
光
・
定
器
が
納
言
徴
収
者
と
し
て
個
別
に
補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
前
後
し
て
、
土
倉
方
一
望
の
活
動
や

用
例
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
（
表
2
で
は
9
が
最
後
の
事
例
）
。
幕
府
の
納
銭
徴
収
や
酒
屋
・
土
倉
支
配
は
、
そ
れ
ま
で
の
土
倉
方
一
儲
に

か
わ
っ
て
、
個
別
に
補
任
さ
れ
た
燈
心
徴
収
者
を
通
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
土
倉
方
一
衆
は
幕
府
に
と
っ
て

は
実
質
を
な
さ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
以
降
の
納
銭
徴
収
者
は
、
「
納
銭
方
御
倉
」
や
「
納
銭
方
衆
中
」
、
「
政
所
尊
爵
一
衆
」
、

「
納
青
鷺
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
以
下
本
稿
で
は
、
一
五
世
紀
後
半
以
降
に
幕
府
よ
り
個
別
に
任
命
さ
れ
た
蒔
銭
徴
収
者
を
便
宜
上
、
納

銭
衆
と
称
し
、
一
五
世
紀
前
半
の
納
銭
徴
収
の
請
負
組
織
と
し
て
の
土
倉
方
一
衆
と
は
区
別
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
う
し
て
…
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
か
ら
、
二
重
徴
収
は
幕
府
が
個
別
に
補
任
し
た
納
骨
衆
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
し
か
し
実
際
に

は
そ
れ
は
困
難
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
工
銭
衆
が
補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
馬
上
一
罪
そ
の
も
の
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

常
磁
衆
と
な
っ
た
丁
霊
・
正
実
等
も
依
然
と
し
て
馬
上
一
曹
の
構
成
員
で
あ
る
以
上
、
納
銭
徴
収
に
あ
た
っ
て
、
酒
屋
・
土
倉
等
を
各
々
の
下

に
置
く
他
の
馬
上
一
衆
の
存
在
を
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
正
実
が
山
門
公
人
を
使
っ
て
納
銭
を
催
促
し
て
虐
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
際
に
、
一
人
で
納
銭
徴
収
を
行
う
の
は
困
難
で
あ
る
と
嘆
い
て
い
た
り
、
大
嘗
会
要
脚
が
臨
時
に
課
さ
れ
た
時
に
、
罵
上
　
衆
が
徴
収
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
祭
礼
費
用
の
一
部
が
そ
れ
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
納
銭
衆
の
下
で
馬
上
一
面
が
従
来
と
同
じ
よ
う
に
酒
屋
・
土
倉
等
か
ら
の
課

役
を
徴
収
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
従
来
の
土
倉
方
一
気
（
馬
上
一
衆
）
が
納
銭
衆
の
下
部
組
織
で
あ
る
か
の
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よ
う
な
状
況
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
馬
上
一
隻
が
実
質
的
に
崩
壊
し
て
し
ま
う
応
仁
・
文
明
の
墨
形
ま
で
、
そ
の
よ
う
な
状

態
が
続
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
幕
府
の
納
銭
徴
収
は
、
嘉
吉
の
土
一
揆
に
よ
る
納
銭
の
停
止
・
減
少
の
後
、
幕
府
奉
行
人
に
よ
る
直
接
徴
収
を
経
て
、
そ
れ

ま
で
の
土
倉
方
一
睡
に
委
任
す
る
形
か
ら
、
幕
府
が
個
別
に
納
銭
衆
を
補
任
す
る
形
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
実
際
の
納
銭
徴
収
に
お
い
て
は
、
手

銭
衆
の
下
で
従
来
の
土
倉
方
一
衆
（
馬
上
一
直
）
が
な
お
機
能
し
た
と
は
い
え
、
幕
府
が
収
納
分
の
一
〇
分
の
一
と
い
う
得
分
を
伴
う
納
銭
徴

収
権
を
認
め
た
納
銭
衆
は
、
数
名
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
納
銭
衆
は
特
権
的
な
地
位
と
な
り
、
以
後
そ
れ
を
め

ぐ
る
競
望
が
幕
府
末
期
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

第
三
節
　
応
仁
・
文
明
の
乱
以
降
の
納
銭
徴
収

　
応
仁
・
文
明
の
乱
前
の
時
期
に
下
輩
衆
に
補
任
さ
れ
た
正
実
等
は
、
掃
墨
に
も
禅
住
以
外
は
一
転
と
し
て
確
認
で
き
る
。
文
明
五
年
（
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

七
三
）
八
月
に
は
正
実
が
御
倉
と
し
て
み
え
る
と
と
も
に
、
義
尚
の
元
服
要
脚
の
土
倉
へ
の
賦
課
に
つ
い
て
は
定
泉
に
そ
の
徴
収
が
命
じ
ら
れ

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
お
り
、
翌
年
一
〇
月
に
定
泉
は
一
衆
に
召
し
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
文
明
一
三
年
正
月
頃
よ
り
、
義
政
と
義
尚
は
そ
れ
ぞ
れ
定
泉
・
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

実
と
い
う
別
々
の
御
倉
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
に
定
光
が
一
舐
に
補
任
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

正
実
に
収
め
ら
れ
て
い
た
義
尚
へ
の
進
上
銭
が
、
定
光
に
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
定
光
の
一
衆
補
任
に
伴
っ
て
公
方
御
倉
も
牽
牛

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
以
後
公
方
御
倉
が
納
銭
衆
を
兼
帯
す
る
場
合
は
、
将
軍
一
代
に
つ
き
一
人
ず
つ
で
あ
っ
て
、
同
時
に
複
数
の
御
倉

兼
一
衆
が
存
在
し
た
例
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

　
一
往
に
認
め
ら
れ
た
収
納
分
の
一
〇
分
の
一
と
い
う
得
分
は
、
「
御
許
物
」
あ
る
い
は
「
御
免
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
文
明
九
年
に
は
、

正
実
が
近
年
御
免
物
を
下
さ
れ
な
い
の
で
迷
惑
し
て
い
る
と
陳
情
し
た
の
に
対
し
て
、
幕
府
は
多
数
の
者
に
御
許
物
を
認
め
れ
ば
公
用
が
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

す
る
と
し
て
、
一
衆
の
人
数
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
文
明
六
年
に
定
泉
が
一
十
補
任
を
望
ん
だ
と
き
も
、
「
於
二
毎
月
御
免
物
一
者
、
不
レ
可
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二
引
給
　
候
」
と
、
御
免
物
の
辞
退
を
申
し
出
て
い
る
。
納
品
収
入
の
推
移
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
こ

の
時
期
、
納
豆
収
入
は
か
な
り
停
滞
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乱
の
影
響
は
単
に
上
銭
収
入
の
滅
少
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。　

馬
上
一
衆
が
徴
収
す
る
日
吉
社
小
五
月
会
馬
上
銭
の
場
合
、
従
来
馬
上
役
を
納
め
て
い
た
酒
屋
・
土
倉
等
が
乱
に
よ
っ
て
所
々
に
散
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
ま
っ
た
上
、
婚
姻
・
養
子
関
係
等
を
理
由
に
他
社
の
神
人
で
あ
る
と
号
し
て
馬
上
役
の
賦
課
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
者
が
多
く
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
叢
自
体
、
亥
中
に
は
散
在
し
て
し
ま
い
、
乱
後
に
な
っ
て
再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
馬
上
一
呑
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
文
明
年

間
頃
ま
で
で
あ
り
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
は
幕
府
の
納
中
衆
で
あ
る
中
村
・
沢
村
に
対
し
て
、
日
吉
社
小
五
月
会
に
つ
い
て
難
渋
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

酒
屋
・
土
倉
中
の
面
責
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
馬
上
一
士
が
各
々
の
下
の
酒
屋
・
土
倉
等
か
ら
馬
上
役
を
徴
収
す
る
体
制
は
、
こ
の
頃
に
は
機

能
し
得
な
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
実
質
的
に
は
馬
上
｝
衆
の
馬
上
役
徴
収
体
制
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
幕
府
の
納
銭
徴
収
に
つ
い
て
も
状
況
は
同
様
で
あ
っ
た
。
文

明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
七
月
の
「
幕
府
納
銭
定
書
案
」
に
よ
る
と
、
酒
屋
・
土
倉
が
幕
府
と
の
縁
や
権
門
の
推
挙
に
よ
っ
て
役
銭
の
免
除
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

画
策
し
、
そ
の
た
め
に
幕
府
の
納
言
賦
課
に
し
た
が
う
者
が
減
少
し
て
、
臨
時
課
役
が
度
々
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
乱
後
に
新

興
の
酒
屋
・
土
倉
が
幕
府
を
含
む
諸
権
門
と
新
た
な
関
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
中
で
、
乱
曲
か
ら
の
納
銭
衆
に
よ
る
従
来
通
り
の
幕
府

の
納
銭
徴
収
は
、
有
効
な
方
法
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
延
徳
～
明
応
年
間
に
正
実
等
由
徒
の
有
力
土
倉
の
一
霞
で
は
な
く
、
俗
入
の
酒
屋
と
さ
れ
る
中
村
・
沢
村
・
野
洲
亡
骸
が
納
銭
徴
収
を
行
っ

て
い
る
の
は
、
幕
府
が
そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
義
材
の
将
軍
就
任
直
後
の
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
九
月
の
段
階

で
、
「
当
御
倉
」
の
玉
泉
に
対
し
て
、
中
村
・
沢
村
が
「
以
前
～
衆
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
村
等
は
定
光
が
～
衆
に
補
任
さ
れ
た
文

明
一
七
年
（
一
四
入
篭
）
八
月
以
降
の
何
時
か
の
時
点
で
一
坐
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
義
材
の
将
軍
就
任
後
に
玉
泉
が
一
型
と
な
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
解
任
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
再
び
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
頃
か
ら
明
応
末
頃
ま
で
一
衆
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
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⑳

　
『
延
徳
二
年
将
軍
宣
下
記
』
に
、
「
此
両
人
（
中
村
・
沢
村
睡
醗
中
注
）
、
錐
レ
非
一
御
倉
い
納
銭
方
響
儀
、
近
年
依
二
執
沙
汰
｝
如
レ
此
」
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
う
に
、
彼
等
は
公
方
御
倉
で
は
な
か
っ
た
が
、
毎
月
一
定
額
の
納
銭
を
幕
府
に
対
し
て
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
正
実
等
が
鎌
倉
期

以
来
洛
中
土
倉
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
山
徒
の
有
力
土
倉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
村
等
は
い
わ
ゆ
る
「
地
下
人
」
の
酒
屋
・
土
倉
の
代
表

　
　
　
　
　
⑳

的
存
在
で
あ
る
。
応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
山
徒
の
有
力
土
倉
の
影
響
力
が
弱
ま
っ
た
の
を
踏
ま
え
て
、
幕
府
は
彼
等
に
替
え
て
「
地
下
人
」
の

酒
屋
・
土
倉
の
代
表
者
を
一
品
と
し
て
、
納
銭
の
徴
収
・
収
納
を
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
で
、
馬
銭
収
入
の
増
額
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
等
は
中
村
・
沢
村
な
い
し
は
野
洲
井
・
沢
村
と
い
う
よ
う
に
、
二
名
ず
つ
一
悪
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
中
村
・
野
洲
井
は
上
京
に
、
沢
村

は
下
京
に
在
所
が
あ
る
の
を
み
る
と
、
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
上
京
・
下
京
を
分
担
し
て
納
銭
の
徴
収
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
1
1
6
5
に

あ
げ
た
納
銭
方
の
酒
屋
・
土
倉
注
文
に
は
、
「
納
等
方
」
と
し
て
都
合
七
八
貫
三
〇
〇
追
分
の
役
銭
を
納
め
る
六
一
件
の
酒
屋
・
土
倉
が
書
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
村
・
沢
村
が
幕
府
に
請
け
負
っ
た
の
が
毎
月
八
○
貫
文
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
注
文
は
中
村
等
の
納
銭
徴
収
の
対
象
と

な
っ
た
酒
屋
・
土
倉
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
村
等
の
納
銭
徴
収
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
自
身
が
所
属
す
る
上
京
・

下
京
の
三
〇
件
程
の
特
定
の
酒
屋
・
土
倉
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
幕
府
の
工
銭
賦
課
対
象
と
し
て
は
こ
の
他
に
、
直
進
の
在
所
や
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
に
賦
課
対
象
と
さ
れ
る
新
加
の
も
の
が
あ
り
、
「
新
加
土
倉
酒
屋
役
銭
」
は
中
西
に
そ
の
執
沙
汰
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
を

加
え
て
も
幕
府
の
納
銭
賦
課
は
、
洛
中
洛
外
の
酒
屋
・
土
倉
全
体
に
は
及
ば
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
の
よ
う
な
中
で
幕
府
は
、
役
銭
を
免
れ
よ
う
と
す
る
酒
屋
・
土
倉
等
に
つ
い
て
の
禁
令
や
、
火
事
・
新
潮
・
改
宅
の
在
所
に
対
す
る
納
銭

　
　
　
　
⑳

の
賦
課
規
定
を
定
め
る
な
ど
、
納
銭
徴
収
互
生
の
再
建
に
つ
と
め
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
一
衆
に
対
し
て
も
、
集
銭
の
賦
課
・
徴
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

や
幕
府
へ
の
進
納
、
下
行
に
関
す
る
条
目
を
定
め
て
、
納
銭
の
公
平
な
徴
収
や
、
分
限
に
応
じ
た
役
銭
を
納
め
よ
う
と
し
な
い
在
所
の
幕
府
へ

の
注
進
等
を
義
務
付
け
て
い
る
。
こ
の
中
で
若
君
の
下
行
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
一
衆
は
公
方
御
倉
で
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
徴
収
し
た
納
銭
の
下
行
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
一
嘗
の
　
入
で
あ
っ
た
野
洲
井
の
執
沙
汰
分
に
つ
い
て
の
下
行
注
文
で
は
、
毎
月
定
期
の
下
行
の
内
訳
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
臨
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時
の
下
行
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
伍
二
二
臨
時
方
数
多
ハ
有
二
過
上
一
時
者
、
相
コ
談
沢
村
一
相
共
致
二
引
違
ハ
福
二
余
分
【
連
々
可
二
時

給
一
声
也
」
と
あ
り
、
一
月
分
の
諸
経
費
が
納
銭
収
納
額
を
超
え
て
し
ま
う
時
に
は
、
一
派
が
そ
の
分
を
立
て
替
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
政
所
執
事
代
諏
訪
貞
通
が
、
～
衆
に
命
じ
た
要
脚
が
一
向
に
下
行
さ
れ
な
い
の
で
、
別
の
者
に
命
じ
て
栢
違
な
く
下
行
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
し
て
ほ
し
い
、
と
伊
勢
野
に
要
請
し
て
い
る
例
も
あ
る
よ
う
に
、
幕
府
要
脚
を
要
請
に
応
じ
て
下
行
す
る
こ
と
が
、
一
衆
に
求
め
ら
れ
た
役

割
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
幕
府
が
一
衆
に
最
も
期
待
し
た
の
も
こ
の
点
で
あ
り
、
毎
月
の
定
期
の
費
用
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
を
上
回
る
雑
費
や
年
中
行
事
等
で
不
足
す
る
費
用
の
立
て
替
え
を
含
め
て
、
幕
府
の
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
要
脚
を
下
行
で
き
る

か
ど
う
か
が
、
一
衆
に
補
任
さ
れ
る
条
件
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
明
応
年
間
は
以
上
の
よ
う
に
、
新
た
な
理
学
衆
の
補
任
を
中
心
と
し
て
、
幕
府
財
源
と
し
て
の
納
銭
方
の
立
て
直
し
が
図
ら
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
れ
以
降
は
中
村
・
沢
村
等
の
よ
う
な
御
倉
に
あ
ら
ざ
る
一
衆
は
確
認
で
き
ず
、
永
正
か
ら
天
文
年
間
前
期
に
か
け
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

公
方
御
倉
の
玉
泉
や
正
実
が
納
音
徴
収
に
あ
た
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
両
者
が
競
合
す
る
中
で
、
公
方
御
倉
兼
野
望
徴
収
者
の
地
位
を
得
る
た

め
に
幕
府
へ
の
進
納
額
の
増
加
を
申
し
入
れ
た
り
、
自
身
の
得
分
を
増
や
そ
う
と
し
て
、
彼
等
の
納
銭
徴
収
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
は
「
上
下
京
地
下
人
二
十
人
」
が
、
納
銭
を
五
〇
〇
疋
か
ら
七
〇
〇
疋
に
加
増
し
て
正
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

納
め
る
の
で
、
正
実
に
よ
る
催
促
を
止
め
て
ほ
し
い
、
と
幕
府
に
訴
え
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
応
の
頃
の
よ
う
に
「
地
下
人
」
の

土
倉
・
酒
屋
の
代
表
者
に
よ
る
請
負
で
は
な
く
、
納
銭
の
賦
課
対
象
と
な
っ
て
い
る
土
倉
・
酒
屋
の
連
合
組
織
に
よ
る
、
い
わ
ば
納
銭
の
「
地

下
請
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
け
れ
ど
も
翌
年
に
は
、
正
実
が
一
〇
〇
〇
疋
へ
の
加
増
を
申
し
出
た
た
め
、
正
実
に
よ
る
納
銭
徴
収
が
復
活
し
て
い
る
。
そ
し
て
以
後
天
文

末
ま
で
、
再
び
正
実
と
玉
泉
が
納
銭
徴
収
権
を
め
ぐ
っ
て
競
望
を
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
冒
頭
に
あ
げ
た
史
料
1
は
、
上
下
京
酒
屋
中
に
対
し

て
納
骨
を
正
実
に
納
め
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
日
付
で
、
正
実
に
納
銭
の
執
沙
汰
を
命
じ
る
幕
府
奉
行
人
奉
書
も
出
さ
れ

　
　
⑱

て
い
る
。
そ
の
文
中
に
は
、
「
今
度
玉
泉
宗
英
難
二
野
申
一
之
、
云
二
由
緒
縞
云
二
忠
節
益
虫
於
彼
訴
訟
者
、
不
レ
歩
一
御
許
寮
上
者
」
と
あ
る
。
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こ
れ
以
前
、
幕
府
が
い
ず
れ
に
納
下
方
を
任
せ
る
か
を
決
定
し
な
い
間
に
、
玉
泉
が
納
銭
の
催
促
に
及
ぶ
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

　
⑲
る
が
、
結
局
幕
府
は
正
実
を
採
用
し
、
そ
れ
を
酒
屋
中
に
示
し
た
の
が
史
料
1
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
幕
府
が
納
重
圧
を
ど
の
よ
う
に
維
持

し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

22　（672）

①
　
以
上
、
前
掲
の
小
野
・
桑
由
②
・
下
坂
各
論
文
に
よ
る
。

②
　
下
坂
氏
は
六
月
と
し
て
い
る
が
、
氏
が
根
拠
と
し
た
史
料
は
二
月
条
と
思
わ
れ

　
る
。

③
下
坂
前
掲
論
文
二
四
九
頁
。

④
「
室
町
幕
府
の
商
業
政
策
」
（
『
日
本
商
業
発
達
史
の
研
究
』
所
収
、
二
八
五
頁
、

　
お
茶
の
水
書
房
、
　
～
九
六
九
年
）
。

⑤
桑
山
②
論
文
～
二
～
一
三
頁
、
下
坂
前
掲
論
文
二
三
二
頁
。

⑥
『
日
告
社
室
町
殿
御
社
参
記
㎞
応
永
元
年
八
月
七
日
条
（
『
続
群
書
類
従
』
巻

　
五
四
）
。

⑦
京
都
市
歴
史
資
料
館
編
『
叢
書
京
都
の
史
料
』
四
（
　
九
九
九
年
）
。

⑧
宝
徳
三
年
六
月
三
日
付
「
延
暦
寺
西
塔
院
政
所
集
会
事
書
安
」
（
天
瀬
童
子
会

　
文
書
』
二
五
一
、
番
号
・
文
書
名
は
前
言
刊
本
に
よ
る
。
以
下
門
八
瀬
㎞
と
略
記

　
す
る
）
、
長
禄
三
年
四
月
三
日
付
「
幕
府
奉
行
人
奉
書
」
（
『
八
瀬
』
二
五
四
）
。

⑨
永
享
～
享
徳
年
問
「
小
五
月
会
具
足
太
刀
々
注
文
」
（
『
八
瀬
㎞
二
四
六
）
、
年

　
月
日
未
詳
「
日
吉
神
人
注
文
断
簡
」
（
『
八
瀬
㎞
二
　
二
八
～
二
四
一
）
、
文
明
五
年

　
「
小
五
月
会
下
行
注
文
」
（
州
八
瀬
』
二
八
四
）
。

⑩
前
注
文
書
「
小
五
月
会
具
足
太
刀
々
注
文
」
（
岡
八
瀬
』
二
四
六
）
に
、
「
在
京

　
衆
」
の
内
の
宝
聚
房
・
山
薬
房
・
正
蔵
房
・
正
実
房
・
禅
住
房
が
確
認
で
き
る
ほ

　
か
、
善
法
房
に
つ
い
て
は
善
宝
房
、
宝
蔵
房
に
つ
い
て
も
宝
蔵
院
が
確
認
で
き
る
。

　
な
お
¶
譜
代
一
衆
」
と
は
い
え
、
実
際
に
は
「
馬
上
一
衆
」
の
構
成
員
に
変
動
が

　
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

⑪
年
月
日
未
詳
［
日
吉
神
人
注
文
断
簡
」
（
天
瀬
』
二
三
八
～
二
四
｝
）
。

⑫
魍
斉
藤
得
意
日
記
㎞
嘉
吉
元
年
閏
九
月
条
。

⑬
糊
斉
藤
基
恒
日
記
㎞
嘉
吉
二
年
二
月
条
。

⑭
公
方
御
倉
の
中
で
も
籾
井
だ
け
は
一
衆
で
あ
っ
た
徴
証
が
な
く
、
ま
た
「
倉
奉

　
行
」
と
よ
ば
れ
る
な
ど
、
靱
井
の
立
場
は
山
徒
土
倉
の
公
方
御
倉
と
は
異
な
る
も

　
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
将
軍
義
政
が
粗
目
の
御
倉
へ
重
宝
を
見
に
行
っ
て
い
る
よ

　
う
に
（
『
大
乗
院
等
社
雑
事
記
』
長
禄
四
年
四
月
日
条
・
寛
正
三
年
四
月
日
条
）
、

　
こ
の
籾
井
の
御
倉
に
は
将
軍
家
の
宝
物
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
桑
山
氏

　
は
、
仏
事
要
脚
等
に
あ
て
る
た
め
の
代
物
が
、
籾
井
の
倉
か
ら
が
出
さ
れ
て
い
た

　
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
下
坂
氏
は
そ
の
よ
う
な
籾
井
の
倉
を
、
将
軍
家
に
直
属

　
す
る
本
来
の
意
味
で
の
公
方
御
倉
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
前
掲
論
文
二
三
四
頁
）
。

　
な
お
籾
共
を
「
御
倉
奉
行
」
と
し
て
い
る
の
は
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
㎞
寛
正
三

　
年
五
月
＝
二
日
条
。
『
満
済
直
垂
日
記
』
応
永
二
五
年
～
二
月
一
五
日
条
の
「
御

　
蔵
奉
行
籾
日
遵
」
、
同
三
〇
年
二
月
六
日
条
の
「
御
蔵
奉
行
籾
入
道
」
も
籾
井
の

　
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑮
嘉
吉
二
年
六
月
日
付
「
酒
屋
公
事
銭
算
用
状
」
（
『
蜷
川
家
文
書
」
二
九
）
。

⑯
『
斉
藤
基
恒
日
記
』
文
安
三
年
二
月
条
・
同
四
年
三
月
二
日
条
。

⑰
　
　
『
斉
藤
基
憧
日
記
』
文
安
六
年
四
月
二
日
条
。

⑱
「
前
田
家
所
蔵
文
書
」
（
『
中
世
法
制
史
料
集
」
第
二
巻
・
室
町
幕
府
法
・
参
考

　
資
料
…
⊥
ハ
　
）
。

⑲
『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
二
月
二
二
日
条
。
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⑳
『
斉
藤
重
重
日
記
』
寛
正
六
年
＝
戸
籍
〇
同
条
。

⑳
『
蔭
凍
雨
日
録
』
文
正
元
年
閏
二
月
一
五
日
条
。

⑫
　
　
『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
二
月
二
二
日
条
。

㊧
　
　
「
左
方
馬
上
合
力
年
行
事
記
録
」
文
正
元
年
＝
一
月
八
日
条
（
『
八
瀬
』
二
五

　
七
）
。
こ
の
「
年
行
事
記
録
」
に
は
こ
の
他
に
も
、
馬
上
合
力
銭
を
徴
収
す
る
在

　
所
の
検
知
（
同
年
四
月
六
・
七
日
条
等
）
や
、
他
社
神
人
と
号
す
る
在
所
に
山
門

　
公
人
を
付
け
置
い
た
記
事
（
同
年
六
月
二
六
・
二
七
日
条
）
な
ど
が
あ
り
、
応

　
仁
・
文
明
の
乱
開
始
直
前
・
直
後
の
時
期
の
「
馬
上
一
衆
」
の
活
動
の
様
子
を
知

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑳
　
　
魍
親
元
日
記
』
文
明
五
年
八
月
九
日
条
。

⑳
　
文
明
五
年
八
月
一
六
日
・
二
一
日
付
門
幕
府
奉
行
人
奉
書
」
（
『
蜷
川
家
文
書
』

　
六
五
・
六
六
）
。

⑳
「
伊
勢
貞
実
・
清
貞
秀
連
署
奉
書
」
（
『
蜷
川
家
文
書
』
七
二
）
。

⑳
　
　
『
親
元
日
記
』
文
明
～
三
年
正
月
二
三
日
条
等
。

⑬
　
定
光
の
一
衆
補
任
は
六
月
二
八
目
（
糊
親
元
日
記
』
）
で
あ
り
、
七
月
九
日
に
は

　
岬
山
長
吏
よ
り
進
上
の
義
尚
分
二
〇
〇
〇
疋
を
正
実
が
請
け
取
っ
て
い
る

　
（
『
同
』
）
。
そ
の
後
七
月
一
〇
日
付
の
「
納
銭
方
諸
記
録
目
録
」
（
『
蜷
川
家
文
書
』

　
一
八
六
）
が
あ
り
、
以
後
義
尚
分
は
定
光
に
納
め
ら
れ
て
い
る
（
『
親
元
日
記
』

　
同
年
八
月
～
日
条
な
ど
）
。
納
銭
方
の
諸
記
録
の
受
け
渡
し
の
後
、
御
倉
が
正
実

　
か
ら
定
光
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
　
『
結
番
日
記
』
文
明
九
年
三
月
晦
日
条
。

⑳
文
明
元
年
五
月
三
日
付
「
政
所
方
所
望
注
進
案
」
（
『
八
露
出
二
〇
六
）
、
文
明

　
一
〇
年
六
月
付
「
馬
上
　
衆
申
状
滞
陣
（
咽
八
瀬
』
二
八
七
）
、
年
月
日
未
詳
［
日

　
吉
神
人
在
所
書
断
簡
」
（
『
八
瀬
』
二
三
五
）
な
ど
。

⑳
　
前
田
『
八
瀬
』
二
八
七
文
書
、
醐
親
元
日
記
』
文
明
一
〇
年
六
月
三
日
条
。

⑫
　
明
応
二
年
＝
一
月
九
日
付
「
幕
府
奉
行
人
奉
香
案
」
（
州
八
瀬
隔
二
九
〇
）
。

⑳
　
文
明
一
七
年
七
月
付
「
幕
府
二
二
定
魯
案
」
（
咽
蜷
川
家
文
書
㎞
一
九
二
）
。

⑭
　
明
応
鵬
年
＝
一
月
二
三
日
付
「
酒
屋
新
加
注
文
」
・
明
応
七
年
一
〇
月
一
六
日

　
付
門
幕
府
奉
行
人
奉
書
」
（
糊
蜷
川
家
文
書
丁
霊
〇
二
・
＝
一
三
八
）
な
ど
。

⑮
　
　
門
続
群
書
類
従
』
巻
六
五
七
。

⑳
　
明
応
五
年
正
月
三
〇
日
付
「
中
村
定
家
・
沢
村
定
盤
連
署
書
状
」
（
『
蜷
川
家
文

　
書
』
三
一
〇
）
。

⑳
　
　
「
地
下
人
」
に
つ
い
て
は
河
内
将
芳
「
戦
国
期
京
都
に
み
え
る
「
地
下
人
」
に

　
つ
い
て
1
室
町
幕
府
関
係
史
料
の
分
析
を
中
心
に
一
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
四
－
四
、

　
～
九
九
三
年
）
参
照
。

㊥
　
　
「
酒
屋
新
加
注
文
」
・
「
酒
倉
昧
愚
見
免
除
在
所
注
文
」
・
「
土
倉
酒
屋
注
文
」

　
（
『
蜷
川
家
文
書
』
王
〇
二
・
三
〇
四
・
三
〇
五
）
。

⑳
　
明
応
九
年
六
月
二
八
日
付
「
足
利
義
澄
御
判
御
教
轡
案
」
（
「
賦
草
案
之
引
付
」

　
一
〇
。
番
号
は
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
に
よ
る
）
。

⑳
室
町
幕
府
追
加
法
三
｝
五
。

⑧
室
町
幕
府
追
加
法
三
㎝
六
・
三
一
七
・
三
一
八
。

⑫
　
明
応
六
年
四
月
付
「
納
銭
地
下
有
目
算
用
定
書
」
（
『
蜷
川
家
文
書
』
三
二
〇
）
。

⑬
　
明
応
六
年
八
月
付
「
毎
月
納
銭
執
沙
汰
野
洲
三
分
定
下
行
注
文
」
（
『
蜷
川
家
文

　
轡
』
三
三
〇
）
。

⑭
　
年
未
詳
月
日
付
蜷
川
親
孝
宛
「
諏
訪
貞
通
書
状
」
（
『
蜷
川
家
文
害
㎞
三
三
二
）
。

⑮
　
　
『
蜷
川
親
孝
日
記
隔
永
正
＝
二
年
九
月
一
〇
罰
条
、
大
永
二
年
一
〇
月
一
一
日

　
条
な
ど
。

⑯
　
　
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
＝
一
月
二
六
日
条
。

⑰
　
　
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
三
月
二
二
日
条
、
四
月
二
八
日
条
。

⑱
　
　
『
蜷
川
家
文
書
』
⊥
ハ
＝
｝
九
。

⑲
　
天
文
二
一
年
二
月
二
九
日
付
「
正
実
坊
玉
壷
二
三
」
（
『
蜷
川
家
文
書
』
六
三

　
七
）
。
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第
三
章
　
幕
府
経
済
構
造
に
お
け
る
「
御
料
所
」
懸
銭
方
の
位
置
づ
け

第
一
節
　
定
期
的
納
銭
収
入
の
用
途
お
よ
び
そ
の
推
移

　
こ
こ
ま
で
は
納
銭
方
の
指
す
意
味
や
、
納
銭
徴
収
方
法
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
最
後
に
室
町
幕
府
の
「
御
料
所
」
と
し
て
の

納
銭
方
に
つ
い
て
、
そ
の
用
途
や
収
入
の
推
移
な
ど
、
幕
府
経
済
構
造
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

　
納
銭
の
下
行
例
を
検
討
し
た
下
坂
氏
は
、
納
銭
が
明
徳
四
年
令
の
通
り
「
政
所
方
年
中
行
事
要
脚
」
、
す
な
わ
ち
政
所
を
家
政
機
関
と
す
る

将
軍
家
の
年
中
行
事
要
脚
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
将
軍
家
の
諸
要
脚
捻
出
の
た
め
に
収
納
さ
れ
た
将
軍
家
独
自
の
財
源
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
来

の
使
途
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
納
銭
の
使
途
は
必
ず
し
も
将
軍
家
の
年
中
行
事
に
限
ら
れ

て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
揚
銭
の
用
途
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
「
政
所
方
年
中
行
事
要
脚
」
の
内
と
し
て
年
間
六
〇
〇
〇
貫
文
の
進
塁
を
定
め
た
明
徳
四
年
令
に
お
い
て
は
、
「
毎
月
士
別
沙
汰
」
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
う
に
、
謎
謎
は
毎
月
一
定
額
が
進
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
月
々
の
納
銭
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
納
経
糞
用
状
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
毎
月
朔
日
御
祝
代
や
、
炭
・
油
・
紙
と
い
っ
た
雑
費
、
「
御
行
器
物
」
と
称
す
る
女
房
衆
へ
の
配
当
、

同
朋
衆
・
御
宋
衆
等
へ
の
月
宛
等
が
同
慶
か
ら
下
行
（
支
出
）
さ
れ
て
お
り
、
嘉
吉
・
文
明
・
明
応
・
永
正
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
そ
の
下
行

内
容
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
将
軍
家
の
日
常
的
経
費
や
政
所
年
中
行
事
、
将
軍
家
に
仕
え
る
女
房
・
同
朋
衆
等
へ

の
給
分
な
ど
が
、
揚
銭
の
本
来
の
使
途
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
幕
府
課
役
と
し
て
の
土
倉
酒
屋
役
成
立
以
降
戦
国
期
に
い
た
る
ま
で
、
変
わ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
表
3
は
、
表
1
に
あ
げ
た
納
銭
方
の
用
例
の
中
か
ら
下
行
に
関
連
す
る
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
政
所
内
談
始
・
内

評
定
始
の
一
献
料
（
表
3
1
3
・
5
～
7
・
9
）
、
節
季
要
脚
・
盆
料
（
表
3
1
1
8
・
2
1
）
や
、
将
軍
家
に
仕
え
る
同
朋
衆
等
へ
の
御
訪
・
月
宛
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室町幕府の「御料所」納銭方支配（田中）

　　　　　　　　　　　　表3　「納銭方」からの下行に関する事例

No 年月日 用　　　例 出　典

1 至徳ユ・7・4 東寺荒垣以下要脚5貫文を二一の内を以て寺家雑掌に渡 東寺二合文書

すよう御倉に命ず
2 永享2・10・20 大館上総入道、納銭方にて4350貫文分借用 御前落居3
3 文安6・6・26 内談～献料として2000疋納二方より下行 基恒

4 康正2・8・29 河上諸関停廃使節へ納銭方より2000疋給わる 基恒

5 寛正2・ユ・26 政所内評定始一献料1000疋を納銭方より下行 政所内評定記録
6 寛正3・1・26 政所内評定始一献料1500疋を納銭方より下行 政所内評定記録

7 寛正4・1・26 政所内評定始一献料1500疋を納上方より下行 政所内評定記録

8 寛正4・12・26 普広院御月忌料、不足を納銭方に命じるか 蔭～京軒

9 寛正6・ユ・26 政所内評定始一献料1500疋、御倉より納銭方を以て下行 政所内評定記録
10 寛正6・5・25 慈恩殿御訪の内残2000疋、折紙方遅々により先ず納銭を 親元

以て渡し遣わすべきか
ll 文正1・3・17 供御衆拝遁等御訪として30貫文宛納塗方奉行す 親基

12 文明16・11・22 銭通事御訪、納銭減少によりその儀無し 蜷川家172

13 文明！7・6・15 御戒師御施物10000疋、納銭方を以て渡す 親元

14 延徳2・6・9 二二将軍宣下要脚、先々の如く納銭方臨時役を以てその 将軍宣下記

沙汰あるべき旨仰せ出さる
王5 延徳2・⑧・3 同朋衆四人御月宛として、毎月200疋宛納銭の内を以て 蜷川家275

下行すべき由仰せ出さる
16 大永1・8・30 公方様御壷脚下御調進、下行は納銭の内 親孝

17 天文3・11・7 上様御服、先規は納銭方の内を以て調進す 蜷川家512

供御方、上様御料は納銭方か
御女房衆御行器物、納銭方盤慶の時は給わる

御懸者両三人御月宛、近年は納銭の内より下す
18 天文7・12・6 節季御用脚、先規の如く納銭方へ臨時に懸ける 親俊

ユ9 天文9・1・5 御作事方御事始料、納銭方へ先ず仰せ合わすか 常興

20 天文9・2・8 御弟若公様供御方、納銭方の内で下行すべきか 常興

21 天文9・7・9 盆御水向要脚、納期方にて借偉し参らすべきか 常興

22 年未詳・2・2 御直無要脚、無沙汰を納銭衆両人に申し付く 蜷川家332

23 年未詳・9・13 御神事御神馬、納写方を以て勤めるべし 八坂神社文書213

24 年未詳・5・7 天下御祈薦の事、蒔銭方を以て申し付くべし 八坂神社文書310

出典については、表1と同様に略記した。

所
年
中
行
事
要
脚
、
そ
れ
に
将
軍
家
に
仕
え

る
女
房
や
同
朋
衆
等
へ
の
給
分
と
い
っ
た
と

㈲⑯25

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
月
の
定
期
的
な
課
役
と
し

て
の
納
銭
は
、
将
軍
家
の
日
常
的
経
費
や
政

行
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
表
3
1
1
7
）
。
そ
の

他
、
幕
府
が
派
遣
し
た
使
節
や
将
軍
の
伊
勢

参
嘗
へ
の
随
行
者
へ
の
御
訪
、
そ
れ
に
小
規

模
な
将
軍
家
仏
事
・
儀
式
等
の
費
用
と
し
て

も
、
納
銭
が
下
行
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
（
表
3
i
4
・
8
・
1
0
・
1
1
・

16

E
1
9
・
2
0
・
2
2
）
。
こ
れ
ら
は
毎
月
決
ま
っ

て
納
銭
か
ら
下
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

日
常
の
中
で
随
時
必
要
と
な
る
多
少
の
費
用

も
、
納
銭
の
内
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
が
多

（
表
3
－
1
2
・
1
5
・
1
7
）
な
ど
は
、
納
銭
本
来

の
使
途
で
あ
る
。
ま
た
将
軍
家
の
衣
食
は
供

御
料
所
・
御
服
料
所
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
た
が
、
将
軍
御
台
の
分
は
納
養
方
か
ら
下



こ
ろ
の
財
源
と
さ
れ
、
他
に
も
随
時
必
要
と
な
る
小
規
模
の
支
出
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
直
轄
所
領
で
あ
る
御
料
所
の
年
貢
が
将

軍
家
の
衣
食
等
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
と
同
様
、
差
響
方
も
「
御
料
所
」
と
し
て
、
将
軍
家
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
費
用
の
財
源
と
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
幕
府
経
済
に
お
け
る
最
も
根
幹
的
な
部
分
を
支
え
て
い
た
と
奪
え
よ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
毎
月
の
納
銭
収
入
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
が
ら
あ
る
程
度
そ
の
推
移
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
徳
四
年
令
の
規
定
に
よ
れ

ば
月
五
〇
〇
貫
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
通
り
で
は
な
い
。
ま
ず
永
享
二
年
（
～
四
三
〇
）
に
は
、
年
間
一
一
〇
〇
〇
余
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
大
方
殿
（
義
教
室
）
・
女
申
方
へ
京
中
蓋
土
倉
か
ら
進
上
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
明
徳
四
年
令
の
規
定
を
大
幅
に
上
欄

る
二
等
が
納
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
嘉
吉
の
二
宮
の
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
＝
月
に
は
、
酒
屋
三
二
七
ヶ
所
に
対
す
る
一
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

別
…
二
貫
八
○
○
文
宛
（
新
身
二
五
ヶ
所
は
半
公
事
）
の
賦
課
に
よ
っ
て
、
都
合
八
八
○
貫
六
〇
〇
文
の
役
銭
が
進
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
土
一

揆
の
蜂
起
に
よ
っ
て
徳
政
を
発
令
し
た
こ
と
で
納
銭
収
入
が
一
時
的
に
停
止
し
た
た
め
、
そ
れ
を
補
う
た
め
の
臨
時
課
役
が
酒
屋
に
課
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
の
官
銭
の
内
の
六
三
七
貫
七
三
文
が
、
同
年
一
二
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
三
ヶ
月
分
の
諸
経
費
（
朔
日
御

祝
井
御
豊
代
・
御
油
女
・
御
女
房
達
御
行
器
物
・
大
御
所
人
参
御
月
宛
と
、
年
末
年
始
の
諸
費
用
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一

五
世
紀
前
半
の
毎
月
の
納
銭
収
入
は
、
明
徳
四
年
令
の
規
定
の
毎
月
五
〇
〇
貫
文
を
上
回
っ
て
一
〇
〇
〇
貫
文
近
く
に
も
及
ん
で
お
り
、
嘉
吉

の
土
一
揆
に
よ
り
繋
駕
収
入
が
停
止
し
た
直
後
で
も
、
一
ヶ
月
分
と
し
て
二
〇
〇
貫
文
程
度
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
な
る
と
金
銭
収
入
は
か
な
り
停
滞
し
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
正
月
分
は
「
当
構
拝
西
陣
下
襲
」
で
四
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

著
書
、
「
辺
土
分
」
で
二
六
貫
（
前
年
一
二
月
の
臨
時
懸
等
を
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
明
応
五
年
（
　
四
九
六
）
に
は
毎
月
八
○
貫
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

中
村
・
沢
村
に
よ
っ
て
請
け
負
わ
れ
、
納
銭
収
入
は
や
や
園
復
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
納
銭
の
徴
収
対
象
と
な
る
酒
屋
・
土
倉
が
六
〇
余
業
に

限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
み
た
。
そ
の
後
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
正
月
の
段
階
で
は
再
び
減
少
し
、
酒
屋
役
の
収
納
分
が
上
京
・
下
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

合
わ
せ
て
一
五
貫
一
〇
〇
文
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
さ
ら
に
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
い
た
る
と
、
上
京
・
下
京
の
「
地
下
人
」
二
〇
人
か
ら
七
貫
文
、
翌
年
の
正
実
か
ら
の
加
増
の
申
し
入
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⑧

れ
で
も
一
〇
貫
文
と
、
上
銭
収
入
、
徴
収
対
象
と
も
に
、
｝
五
世
紀
前
半
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

天
文
五
年
の
「
天
文
法
華
の
乱
」
に
よ
る
上
京
・
下
京
の
焼
亡
が
大
き
く
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
わ
ず
か
一
〇
貫
文
程
度
の
直
証
で
は
、

将
軍
家
の
日
常
的
経
費
や
政
所
年
中
行
事
の
費
用
に
も
事
欠
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
何
ヶ
月
も
「
御
行
器
物
」
を
下
さ
れ
な
い
で
困
窮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
る
女
房
た
ち
も
あ
っ
た
。
も
は
や
納
美
方
は
、
「
御
料
所
」
と
し
て
十
分
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
　
「
御
料
所
」
納
銭
方
へ
の
臨
時
課
役

　
毎
月
の
定
期
的
課
役
と
し
て
の
塞
出
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
以
上
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
り
、
本
来
日
常
的
な
諸
経
費
を
中
心
と
す
る
納

銭
の
支
出
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
は
比
較
的
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
表
3
に
あ
げ
た
納
偉
方
か
ら
の
下

行
事
例
に
お
い
て
、
仏
事
・
将
軍
元
服
等
の
将
軍
家
行
事
（
表
3
－
1
3
・
1
4
）
々
、
祇
園
社
祭
礼
（
表
3
1
2
3
・
2
4
）
な
ど
、
比
較
的
ま
と
ま
っ

た
費
用
を
要
す
る
行
事
に
も
納
銭
が
下
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
明
徳
四
年
令
で
は
酒
屋
・
土
倉
へ
の
臨
時
課
役
・
閏
月

役
を
否
定
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
表
4
に
示
し
た
よ
う
な
臨
時
課
役
が
賦
課
あ
る
い
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
入

朔
・
節
季
等
の
政
所
年
中
行
事
（
表
4
－
1
1
・
1
2
・
1
4
）
や
将
軍
家
雑
費
（
表
4
－
7
）
と
い
っ
た
納
銭
本
来
の
使
途
に
あ
た
る
も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、
仏
事
・
将
軍
元
服
等
の
将
軍
家
行
事
（
表
4
1
2
・
4
・
6
・
8
・
9
・
1
0
・
1
7
）
や
、
内
裏
修
理
・
仏
事
等
の
朝
廷
関
係
費
用
（
表

4
1
1
3
・
1
5
・
1
6
）
、
寺
社
祭
礼
費
用
（
表
4
1
3
）
、
兵
庫
嶋
修
理
や
唐
船
糧
米
（
表
4
1
1
・
5
）
な
ど
、
数
一
〇
〇
貫
単
位
の
ま
と
ま
っ
た
要

脚
を
要
す
る
臨
時
課
役
も
多
く
み
ら
れ
る
。
納
銭
は
、
そ
の
本
来
の
使
途
に
つ
い
て
は
確
か
に
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
臨
時
課
役
ま
で
含
め
る

と
、
か
な
り
幅
広
い
用
途
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
酒
屋
・
土
倉
等
に
対
す
る
臨
時
課
役
が
多
く
な
る
の
は
、
一
五
世
紀
半
ば
以
降
で
あ
る
が
、
一
五
世
紀
前
半
に
は
、
土
倉
方
一
回
が
幕
府
の

様
々
な
費
用
の
調
達
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
に
は
、
兵
庫
嶋
修
理
が
土
倉
方
一
郭
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

正
実
・
定
光
に
命
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
両
名
が
兵
庫
の
代
官
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来
は
兵
庫
関
の
代
嘗
が
行
う
べ
き
で
あ
り
な
が
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表4　土倉酒屋への臨時課役

No 年月日 臨時課役の内容 出　　典

1 永享2．10．10 大方殿・女中方年中要脚として11000余貫土倉別進上 満済
2 永享5・⑦・ll 八朔以下計会につき定光に所用を命じるが承引せず、自余の 満済

土倉より3万疋借用
3 永享6・2・25 麿船糧米・公方兵庫下向等費用を洛中土倉役にて沙汰 満済

4 文安6・4・17 義政元服要脚として、土倉役600貫文を申し付ける 基慎
5 享徳4・4・22 賀茂祭惣用を徳政分一銭により下行するよう定めるが、分一 馬漕記

方々未進により、俄に酒屋土倉に借り召す
6 寛正4・8・29 三智院仏事料として土倉酒屋味噌屋より500貫文進上、正 蔭～京軒

実・定光・善住・定泉は各1000疋を進上
7 寛正5・6・2 兵旗島修理を正実・定光に命じるが、叶わざる由申す 塗装軒
8 文明5・8・16 義尚元服要脾として酒屋土倉懸銭を課す 蜷川家65
9 文明6・12 義尚雑費として辺土の土倉酒屋に臨時の懸銭を課す 蜷川家78
10 長享3・6・6 将軍家仏事要脚の不足分として下京酒屋土倉よりの借用を検 蔭～三軒

討
11 延徳2・8・30 重工将軍宣下要脚として洛中酒屋土倉より3万疋進納、不足 蜷川家275

分に嵯峨谷酒屋役銭を借用
12 明応3・ll・14 義高元服要脚として酒崖土倉役を課す 蜷川家293

13 永正ユ・12 節季要脚として御倉より78貫三余引き替える 蜷川家375
14 大永2・7・21 八朔費用として懸銭を課す 親孝

15 天文7・4・5 禁裏仏事への香銭として地下より万疋借用 親心
16 天文7・12・6 節季要脚として納銭方へ臨時に懸銭を課す 親俊

17 天文9・5・26 禁中御修法要脚として地下蔵方より5000疋借用 常興
18 天文10・8・11 内裏修理料として京中上下倉方への懸銭を検討 常興

19 天文U・2・21 将軍家祈薦料として京中出土倉へ懸銭を課す 親俊

出典については、表1と同様に略記した。

る
。　

こ
の
他
、
土
倉
方
一
難
の
本
来
の
職
務
で
あ
る
日
吉
小
五
月

会
馬
上
銭
の
徴
収
に
加
え
て
、
応
永
初
期
に
は
祇
園
会
の
馬
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

銭
も
こ
の
一
二
か
ら
祇
園
社
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
嘉
吉

年
間
ま
で
に
は
賀
茂
祭
の
費
用
も
「
蔵
方
」
の
沙
汰
と
な
っ
て

　
⑫いる
。
一
五
世
紀
前
半
に
は
こ
の
よ
う
に
、
公
共
事
業
や
祭
礼

な
ど
の
費
用
が
、
土
倉
方
一
衆
を
通
じ
て
調
達
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
大
規
模
な
造
営
事
業
・
儀
式
等
は
段
銭
や
守
護
出
銭

に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
幕
府
要
脚
の
中

で
、
土
倉
方
一
衆
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
も
の
は
相
当
部
分
を

占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
、
土
倉
方
一
衆
に
よ
っ
て
調
達

さ
れ
る
幕
府
要
脚
が
、
酒
屋
・
土
倉
に
対
す
る
臨
時
課
役
と
し

て
の
直
接
的
な
形
を
と
っ
て
い
る
例
は
確
認
で
き
な
い
。
表
4

ら
無
沙
汰
と
な
っ
て
い
た
兵
庫
嶋
修
理
を
、
正
実
・
定
光
に
命

じ
る
か
わ
り
に
、
両
名
に
は
関
の
代
官
職
を
与
え
て
、
そ
の
得

分
に
よ
っ
て
修
理
費
用
の
返
済
に
あ
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

兵
庫
嶋
修
理
の
当
座
の
費
用
を
、
豊
富
な
財
力
を
持
ち
、
資
金

調
達
能
力
に
も
長
け
る
正
実
・
定
光
に
用
立
て
さ
せ
た
の
で
あ
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室町幕府の「御料所」納銭方支配（圏中）

一
1
で
は
唐
船
糧
米
お
よ
び
義
教
の
兵
庫
下
向
費
用
を
、
洛
中
土
倉
役
と
し
て
調
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
管
領
細
川
持
之
は
、

「
但
兵
庫
御
下
向
等
事
、
可
二
申
沙
汰
　
條
、
一
衆
中
事
、
定
可
レ
為
レ
無
二
故
実
｝
歎
、
然
者
為
二
御
料
所
分
晒
錐
レ
為
一
荷
仁
川
於
二
用
脚
等
｝
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

被
レ
仰
コ
選
一
衆
中
直
面
二
兵
庫
年
貢
　
可
レ
被
二
返
付
｝
歎
」
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
将
軍
の
兵
庫
下
向
等
の
費
用
を
一
衆
中
が

調
達
す
る
の
は
故
実
の
な
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
要
脚
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
一
衆
中
に
進
納
さ
せ
、
そ
の
か
わ
り
に
兵
庫
を
御
料
所
分
と

し
て
一
衆
を
代
官
と
し
、
そ
の
年
貢
を
以
て
要
脚
を
返
付
す
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
年
に
兵
庫
嶋
修
理
を
正
実
・

定
光
に
命
じ
る
か
わ
り
に
関
の
代
宮
職
を
与
え
た
の
は
、
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
、
酒
屋
・
土
倉
に

対
し
て
直
接
に
臨
時
課
役
を
賦
課
す
る
こ
と
が
躍
躇
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
酒
屋
・
土
倉
に
対
す
る
臨
時
課
役
が
明
確
な
形
で
表
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
五
世
紀
半
ば
以
降
、
嘉
吉
の
変
後
か
ら
応
仁
・
文
明
の
乱

前
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
毎
月
の
納
銭
収
入
の
減
少
に
加
え
て
、
諸
家
か
ら
進
上
さ
れ
る
折
紙
銭
の
未
進
、
あ
る
い
は
御

料
所
年
貢
の
無
沙
汰
な
ど
様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て
、
幕
府
の
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、
徳
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

分
一
銭
徴
収
な
ど
の
様
々
な
村
策
を
取
っ
て
い
る
。
臨
時
課
役
に
つ
い
て
も
幕
府
用
途
の
段
銭
が
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
そ
の
よ
う
な
中
で
納
銭
方
に
も
将
軍
家
行
事
の
費
用
が
臨
時
課
役
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
前
か
ら
一
遍
が
調
達
し
て
い
た
賀

茂
社
祭
礼
や
兵
庫
嶋
修
理
の
費
用
だ
け
で
な
く
、
義
政
元
服
要
脚
や
勝
智
院
仏
事
料
と
い
っ
た
、
将
軍
家
行
事
の
費
用
も
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
（
表
4
－
2
・
3
・
4
・
5
）
。

　
嘉
吉
元
年
の
酒
屋
に
対
す
る
臨
時
の
賦
課
で
は
八
八
○
貫
余
が
進
納
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
の
臨
時
課
役
で
は
五
〇
〇
逆
な
い
し
は
六

〇
〇
貫
と
い
う
数
字
が
確
認
で
き
る
（
表
4
1
2
・
4
）
。
嘉
吉
以
降
徳
政
の
影
響
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
応
仁
・
文
明
の
乱
前
に
は
、
酒
屋
・

土
倉
に
対
す
る
臨
時
課
役
に
よ
っ
て
、
幕
府
は
一
度
に
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
貫
近
い
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
御

倉
要
脚
が
不
足
し
、
段
銭
の
賦
課
も
度
重
な
っ
て
い
た
中
で
、
幕
府
の
直
轄
財
源
で
あ
る
納
銭
方
は
、
そ
の
本
来
の
使
途
で
あ
る
将
軍
家
の
日

常
的
経
費
に
加
え
、
将
軍
家
行
事
等
臨
時
の
費
用
に
つ
い
て
も
、
…
度
に
ま
と
ま
っ
た
収
入
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
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る
。　

こ
れ
以
降
幕
府
用
途
と
し
て
の
酒
屋
・
土
倉
へ
の
臨
時
課
役
は
珍
し
く
な
く
な
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
も
義
尚
・
義
高
の
元
服
要
脚
や

義
材
の
将
軍
宣
下
要
脚
、
仏
事
要
脚
等
が
み
ら
れ
る
（
表
4
－
6
・
8
・
9
・
1
0
）
。
戦
国
期
に
な
る
と
、
毎
月
の
納
銭
収
入
そ
の
も
の
が
減
少

し
た
こ
と
も
あ
り
、
納
銭
の
本
来
の
使
途
で
あ
る
将
軍
家
の
年
中
行
事
に
要
す
る
費
用
さ
え
、
臨
時
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
（
表
4
－
1
1
・
1
2
・

1
4
）
。
明
応
六
年
に
幕
府
が
納
銭
衆
に
対
し
て
示
し
た
条
目
の
中
に
、
毎
月
の
臨
時
費
用
の
他
に
、
盆
料
・
八
朔
料
・
亥
子
料
・
節
季
料
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
て
、
幕
府
に
注
進
の
上
で
そ
の
指
示
に
よ
っ
て
賦
課
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
項
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
年
中
行
事
の
た
め
の
臨

時
課
役
は
、
ほ
ぼ
恒
例
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
納
銭
の
本
来
の
使
途
と
し
て
毎
月
の
役
銭
か
ら
下
行
さ
れ
て
い
た
、
将
軍
家
の
衣

食
や
年
中
行
事
の
費
用
を
、
臨
時
課
役
と
し
て
酒
屋
・
土
倉
に
賦
課
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
点
に
、
戦
国
期
の
納
銭
収
入
の
停

滞
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

　
天
文
年
間
に
は
、
内
裏
修
理
等
の
朝
廷
関
係
費
用
に
も
納
銭
の
賦
課
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
（
表
4
1
1
3
・
1
5
・
1
6
）
、
本
来
な
ら
ば
こ
の
よ

う
な
費
用
は
国
役
を
財
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
度
重
な
る
賦
課
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
酒
屋
・
土
倉
へ
の
臨
時
課
役

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
幕
府
経
済
全
体
が
低
迷
す
る
中
で
、
幕
府
直
轄
財
源
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
た
も
の
の
、
毎
月
の
納
銭
収
入
さ
え
十
分
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
納
身
方
は
、
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
に
幕
府
要
脚
の
調
達
に
応
え
う

る
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
納
銭
収
入
の
用
途
や
そ
の
推
移
、
納
銭
方
へ
の
臨
時
課
役
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
「
御
料
所
」
納
地
方
は
、
本
来
は
将
軍
家
の

日
常
的
経
費
や
政
所
年
中
行
事
の
費
用
等
に
あ
て
る
財
源
で
あ
っ
た
が
、
一
五
世
紀
半
ば
以
降
に
臨
時
課
役
が
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
の
用
途
は
将
軍
家
行
事
や
寺
社
祭
礼
、
朝
廷
関
係
費
用
に
ま
で
及
ん
だ
。
毎
月
の
納
銭
収
入
は
、
一
五
世
紀
前
半
に
は
明
徳
四
年
令
の
規
定

を
大
き
く
上
回
り
数
一
〇
〇
〇
貫
文
に
上
っ
て
い
た
が
、
嘉
吉
の
土
一
揆
の
影
響
に
よ
り
減
少
し
た
後
、
さ
ら
に
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て

大
幅
に
落
ち
込
み
、
以
後
も
京
都
を
舞
台
と
す
る
戦
乱
や
徳
政
が
続
い
た
こ
と
で
、
本
来
の
使
途
に
さ
え
事
欠
く
ほ
ど
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
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あ
る
。①

『
蜷
川
家
文
書
』
二
九
・
七
五
・
七
八
・
三
三
〇
・
三
七
七
・
三
九
九
な
ど
。

②
『
満
済
准
厨
日
記
」
永
享
二
年
一
〇
月
四
日
、
同
｝
○
日
条
。

③
慕
吉
二
年
六
月
日
付
門
酒
屋
公
事
銭
算
用
状
」
（
『
蜷
川
家
文
書
』
二
九
）
。

④
門
納
銭
算
用
状
」
（
『
蜷
川
家
隷
智
㎞
七
九
）
。
な
お
「
払
拭
」
と
は
、
応
仁
・

　
文
明
の
乱
開
始
後
ま
も
な
く
室
町
殿
を
中
核
と
し
て
構
築
さ
れ
た
東
軍
の
本
拠
地

　
で
、
「
御
構
」
・
「
東
構
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
、
小
川
以
東
・
鳥
丸
以
西
・
寺
の
内

　
以
南
・
　
条
以
北
の
地
域
の
ほ
と
ん
ど
を
含
む
領
域
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
高
橋
康

　
夫
『
京
都
申
世
都
市
史
研
究
』
第
四
章
第
～
節
「
応
仁
の
乱
と
都
市
空
間
の
変

　
容
」
二
九
二
頁
、
思
文
閣
出
版
、
　
九
八
三
年
、
論
文
初
出
は
一
九
八
一
年
）
。

⑤
　
明
応
五
年
正
旦
二
〇
日
付
「
中
村
定
家
・
沢
村
定
広
連
署
書
状
」
（
朔
蜷
川
家
文

　
害
』
三
一
〇
）
。

⑥
永
正
六
年
正
月
付
「
酒
屋
役
算
用
状
」
（
『
蜷
川
家
文
書
』
三
九
九
）
。

⑦
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
＝
万
二
六
日
条
。

お
　
わ
　
り
　
に

⑧
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
三
月
二
二
日
条
、
四
月
二
八
日
条
。

⑨
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
四
月
三
日
・
同
年
九
月
四
日
条
。
当
時
の
幕
府

　
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
國
期
室
町
幕
府
の
御
料
所
支
配
一
将
軍
義
晴

　
期
を
中
心
に
…
」
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』
二
四
、
　
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

⑩
永
享
五
年
五
月
二
八
日
付
「
幕
府
奉
行
人
奉
書
」
（
『
東
大
寺
文
書
』
）
。

⑪
瀬
田
勝
哉
「
中
世
の
祇
園
御
霊
会
」
（
欄
洛
申
洛
外
の
群
像
』
所
収
、
二
七
〇
頁
、

　
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
、
論
文
初
出
は
一
九
七
九
年
）
。

⑫
糟
建
内
記
田
嘉
吉
二
年
四
月
八
日
条
。

⑬
　
　
糊
満
済
語
漏
日
記
㎞
永
寧
六
年
二
月
ニ
ニ
日
条
。

⑭
市
原
陽
子
「
室
町
時
代
の
段
銭
に
つ
い
て
（
1
）
」
（
『
歴
史
学
研
究
隔
四
〇
四
、

　
一
八
頁
、
一
九
七
四
年
）
。

⑮
明
応
六
年
四
月
付
「
納
銭
地
下
有
目
算
議
定
書
」
（
『
蜷
川
家
蚕
雷
』
三
二
〇
）
。

　
従
来
納
鼻
繋
と
は
、
納
銭
“
酒
屋
・
土
倉
等
諸
商
売
役
銭
の
収
納
に
あ
た
る
幕
府
機
関
な
い
し
は
幕
府
に
納
銭
の
収
納
を
請
け
負
う
機
関
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
納
銭
方
と
は
そ
の
よ
う
な
何
ら
か
の
機
関
で
は
な
く
、
一
つ
の
幕
府
財
源
と
し
て
の
納
銭
そ
の
も
の
や
納
銭
の
出
納

ル
ー
ト
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
納
銭
の
賦
課
対
象
で
あ
る
酒
屋
・
土
倉
の
こ
と
を
指
す
語
で
あ
っ
た
。
納
銭
方
が
「
御
料
所
」
と
表
現
さ
れ
る

場
合
、
そ
れ
は
納
銭
そ
の
も
の
な
い
し
は
そ
の
賦
課
対
象
と
し
て
の
酒
屋
・
土
倉
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
「
御
料
所
」
納
銭
方
に
対
し
て
幕
府
は
、
一
五
世
紀
前
半
に
は
山
徒
の
有
力
土
倉
か
ら
な
る
既
存
の
組
織
を
土
倉
方
一
鶴
と
し
て
納
銭

徴
収
に
利
用
し
、
ま
た
そ
の
資
金
調
達
能
力
や
豊
か
な
財
力
に
依
存
し
て
、
納
銭
以
外
の
様
々
な
幕
府
要
脚
も
彼
等
を
通
じ
て
徴
収
し
て
い
た
。
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こ
の
時
期
の
安
定
し
た
幕
府
経
済
の
一
端
は
、
こ
の
よ
う
な
納
上
方
支
配
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
嘉
吉
の
土
一
揆
以
降
納
銭
収
入
が
停
止
・
減
少
す
る
と
、
幕
府
は
奉
行
人
に
よ
る
納
偉
方
の
直
接
把
握
に
乗
り
出
し
、
そ
の
後
は
収

納
分
の
一
〇
分
の
一
と
い
う
得
分
を
伴
う
納
税
徴
収
権
を
数
名
の
納
銭
衆
に
の
み
認
め
、
そ
れ
を
個
別
に
補
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
納
銭
衆
は
特
権
的
な
地
位
と
な
り
、
競
望
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
一
五
世
紀
後
半
以
降
戦
国
期
に
い
た
る
ま
で
、
幕
府
は
こ
の

｝
衆
を
度
々
交
替
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
乱
や
土
一
揆
の
影
響
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
く
納
銭
収
入
の
維
持
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
徴
収
さ
れ
た
納
銭
の
本
来
の
用
途
は
、
将
軍
家
の
日
常
的
経
費
や
将
軍
家
に
仕
え
る
女
房
衆
・
同
朋
衆
等
へ
の
給
分
、
政

所
年
中
行
事
の
費
用
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
嘉
吉
年
間
以
降
、
こ
の
よ
う
な
毎
月
定
期
の
課
役
以
外
に
臨
時
課
役
が
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

将
軍
家
行
事
を
始
め
と
す
る
幕
府
用
途
や
寺
社
祭
礼
、
朝
廷
関
係
費
用
ま
で
納
銭
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
戦

国
期
に
な
る
と
挙
銭
の
賦
課
対
象
と
な
る
酒
屋
・
土
倉
の
件
数
も
、
ま
た
納
銭
の
徴
収
額
も
、
相
当
に
減
少
し
て
し
ま
い
、
本
来
の
用
途
さ
え

不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
納
写
方
は
「
御
料
所
」
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
納
銭
方
は
、
年
間
一
一
〇
〇
〇
余
貫
に
及
ぶ
と
い
う
馬
銭
収
入
や
、
将
軍
元
服
要
脚
と
し
て
の
六
〇
〇
貫
文
の
臨
時
課
役
な
ど
、

そ
の
額
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
幕
府
経
済
に
お
け
る
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
以
上
の
よ
う
な
本
稿
で
の
成
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

納
書
方
は
、
将
軍
家
の
日
常
的
経
費
や
政
所
年
中
行
事
の
費
用
に
あ
て
る
幕
府
財
源
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
こ
そ
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ら
は
将
軍
家
の
衣
食
等
と
と
も
に
、
将
軍
家
や
政
所
の
日
常
的
運
営
に
不
可
欠
な
費
用
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
幕
府
経
済
の
根
幹

に
関
わ
る
部
分
を
支
え
る
直
轄
財
源
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
路
銭
方
は
、
直
轄
所
領
と
な
ら
ん
で
「
御
料
所
」
と
認
識
さ
れ
た
の
に
違
い
な
い
。

逆
に
言
え
ば
、
将
軍
家
や
政
所
の
日
常
的
経
費
に
あ
て
る
財
源
こ
そ
が
「
御
料
所
」
な
の
で
あ
り
、
酒
屋
・
土
倉
役
の
成
立
は
、
幕
府
に
と
っ

て
最
大
の
「
御
料
所
」
の
獲
得
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
室
町
幕
府
の
経
済
構
造
を
検
討
し
た
桑
山
氏
は
、
幕
府
権
力
の
根
幹
は
将
軍
と
守
護
・
地
頭
と
の
関
係
に
あ
る
と
し
て
、
経
済
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
そ
れ
が
果
た
す
役
割
、
す
な
わ
ち
守
護
出
銭
や
地
頭
御
家
人
役
を
重
視
し
た
。
確
か
に
地
頭
御
家
人
役
は
、
将
軍
家
に
仕
え
る
小
舎
人
・
雑
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色
里
の
給
分
や
修
理
替
物
要
脚
と
し
て
、
将
軍
家
経
常
費
の
一
部
を
支
え
る
財
源
で
あ
っ
た
が
、
将
軍
家
や
政
所
の
日
常
的
運
営
に
不
可
欠
な

費
用
は
、
桑
山
氏
が
重
視
し
た
守
護
・
地
頭
に
対
す
る
課
役
で
は
な
く
、
「
御
料
所
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
戦
国

期
に
い
た
る
ま
で
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
幕
府
経
済
構
造
に
お
け
る
「
御
料
所
」
の
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
は
、
決
し
て
過
小
に
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
ま
た
幕
府
の
納
銭
方
支
配
は
、
納
銭
徴
収
方
法
や
納
銭
方
へ
の
臨
時
課
役
と
い
う
点
で
、
…
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
一
五
世
紀
前
半
の
幕
府
の
安
定
を
支
え
た
「
幕
府
一
守
護
体
制
」
が
変
質
し
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。
幕
府

か
ら
の
守
護
の
自
立
化
傾
向
の
強
ま
り
に
よ
り
、
将
軍
権
力
は
、
政
治
機
構
や
軍
事
力
だ
け
で
な
く
、
経
済
基
盤
と
い
う
面
に
お
い
て
も
、
そ

の
直
接
的
基
盤
の
整
備
を
迫
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
「
御
料
所
」
支
配
の
再
編
・
強
化
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
納

銭
方
支
配
に
み
ら
れ
る
変
化
は
そ
の
一
環
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
幕
府
－
守
護
体
制
」
の
変
質
が
、
幕
府
の
経
済
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
御
料
所
」
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
。
今
谷
氏
が
「
擬
似
直
轄
料
所
」
と
し
た

五
山
禅
導
爆
も
含
め
て
、
幕
府
の
「
御
料
所
」
支
配
全
体
の
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
へ
の
幕
府
権
力
構
造
の
変
質
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

①
桑
山
荊
掲
論
文
三
二
⊥
壬
二
頁
、
「
室
町
幕
府
経
済
の
構
造
」
（
永
原
慶
二
編
　
　
六
五
年
）
。

　
凹
日
本
経
済
史
大
系
㎞
二
・
中
世
所
収
、
一
三
三
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
［
付
記
］
　
成
稿
後
、
早
島
大
祐
氏
よ
り
「
戦
国
時
代
の
土
倉
酒
屋
役
と
室
町
幕
府
」
（
『
年
報
中
国
史
研
究
』
第
工
六
号
、
二
〇
〇
｝
年
五
月
）
が
発
表
さ

　
れ
た
。
本
稿
第
二
章
と
非
常
に
関
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
り
、
本
文
中
に
参
照
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
ご
参
照
さ
れ

　
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
大
府
市
明
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The　System　and　the　Position　of！＞α∬6η々α如納銭方as　one　of

　　　　　‘Go刎。砂。御料所’　on　Muromachi　BakufU　Finances

by

TANAKA　Junko

　　The　Nassenhata仙窟方of　the　Muromachi　BakufU　designates　the　system　where

the　BakufU　or　its　component　organizations　co凝ected　business　taxes　Nassen納銭

（Nassen　is　the　busiless　tax　on　pawn　brokers　I）oso土1倉，　sake　brewers　Sakaya酒

屋and　other丘nanciers　throughout　the　capital）．｝lowever　further沁vesdgation

reveals　that　Nassen　designates　either　a　tax　on　pawn　brokers　and　sake　brewers，　or

these　entities　themselves．

　　hthe　beginning，　the　duty　of　collectingムlassen　was　entrusted　to　an　eXisting

organization　of　1）oso．　It　was　ca皿ed‘1）osoleata－lssyu土倉方一一衆and　composed　of

about　twelve　influential　Doso．　But　after　the　decrease　of　IVassen　income　under　the

influence　of　the　Rural　League　Uprising　in　the　Kakitsu　period，　Alassen　was　collected

directly　by　the　staff　of　the　Mandolloro政所in　the　Bakufu．　Then，　only　some　1）oso

or　Safeaya　were　pemitted　to　collect　IVtzssen　for　profit．　1　want　to　call　them

‘Nassensytt納銭衆，　to（飴tingulsh　them丘om丘om　l）050々。如一細κ．　A食er痴at，

being　a　IVassensyu　became　a　privileged　position　for　Doso　and　Saleaya，　and　the

leaders　of　the　Bakufu　often　changed　Ntzssensyu　to　keep　the　Nassen　income　as　high

as　possible．

　　Monthly　IVassen　income　was　spent　on　daily　necessities　or　annual　events　for　the

Shogun　farnily．　The　doriiains　under　the　direct　control　of　the　Bakufu　were　cahed

GoryoSyo御料所，　Theh：income　also　was　mainly　spent　on　food　and　clothing　f6r

the　Shogun　family．　Additionally　Nassenhata　was　an　indispensable　source　of

income　for　daily　management　of　the　Shogun　fatnily　and　the　Mandofeoro　and　so，

IVassenkata　was　also　caEed　‘Goryosyo’．　ln　the　middle　of　the　15th　century，　the

‘Muromachi　Baku魚一Mmtary　Govemors’s　System室町幕府一守護体制’began

changing　its　form．　Extra　taxes　were　laid　on　Doso　and　Sakaya　and　the　importance

of　Nassenleata　rose，　especially　after　the　war　in　the　Otm－Bunmei　period．
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